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大
阪
国
際
大
学
・
大
阪
国
際
大
学

短
期
大
学
部
の
入
試
情
報
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
＝
写
真
）
で
は
、
受
験
生

を
は
じ
め
、
本
学
に
興
味
を
持
っ
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
に
役
立
つ
情
報
の

提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
開
設
の
新
学
部
・
新
学
科

情
報
、
入
学
選
考
詳
細
、
進
学
説
明

会
日
程
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
詳
細
、
卒
業
生
紹

介
、
在
学
生
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

含
め
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
な
ど

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
お
薦
め
な
の
が
、
疑

問
・
質
問
を
受
け
付
け
る
「
あ
な
た

の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
」、
在
学

生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
つ
い

て
書
き
上
げ
て
い
る
「
在
学
生
の
心

音
日
記
＠
ほ
ん
わ
か
」、
入
試
・
広

報
部
員
が
書
き
上
げ
て
い
る
「
入

試
・
広
報
部
の
つ
ぶ
や
き
」
の
３

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

「
お
答
え
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
高
校
生
や
そ
の
保
護
者
、
高

校
の
先
生
な
ど
か
ら
の
様
々
な
ご

質
問
に
回
答
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
海
外
か
ら
、
帰
国
生
徒
入

試
や
留
学
生
入
試
に
つ
い
て
の
ご
質

問
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る
ん
で
す

　

現
在
、
四
年
制
大
学
卒
業
後
３
年

間
で
企
業
な
ど
に
就
職
し
た
30
％

強
が
離
職
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

今
や
、
社
会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。

本
学
で
も
残
念
な
が
ら
、
転
職
の
相

談
に
来
る
卒
業
生
や
離
職
者
に
既

卒
の
求
人
を
紹
介
す
る
ケ
ー
ス
も

増
え
て
お
り
、
実
際
従
事
し
た
仕
事

が
自
分
の
思
惑
と
の
違
い
や
人
間

関
係
の
難
し
さ
に
戸
惑
い
離
職
す

る
数
は
少
な
く
は
な
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

本
学
で
は
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま

え
、卒
業
生
の
就
業
支
援
の
た
め
に
、

梅
田
に
あ
る
株
式
会
社
関
西
雇
用
創
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留学･研修レポート

大阪国際大学　経営情報学部経営情報学科 辰巳　しおり３年次生

ホームステイを通して
　家族関係など多くを習得
大阪国際大学 ベィトマン・ジェイコブ留学生別科

接客サービスの違い痛感
　アメリカでの海外事情研修

　夏休みを利用し、約１週間アメリカへ海外事情研修に行って
きました。この研修は、アメリカの流通業、サービス業を調査・
研究するというものです。アメリカと日本では、接客やサービ
スの方法、人間性、文化など様々な違いがありました。

１つの会社やお店を見学できる時間はごくわずかなため、自
分から積極的にアメリカの人やサービスに触れるよう努めまし
た。
　私にとって印象が強かったのが、日本との接客サービスの違
いです。私は主に洋服店へ入ることが多かったのですが、日本
の販売員とは違い、商品を見ているお客様に声をかける様子は
ほとんど見られませんでした。しかし、決して冷たい態度を取
るというわけではなく、こちらから声をかけると明るく対応し
てくれ、商品の説明も丁寧にしてくれます。
　皆さんが買い物に出かけた時、あまり買う気ではなかったも
のを店員の口車に乗せられてつい買ってしまい後悔した、とい
う経験はないですか？それは接客ではなく、商品の押し付けだ
と思うのです。アメリカではそんな接客は一度も受けませんで
した。これこそ本当にお客様のことを考えたサービスではない
か、と私は思いました。
　このようにアメリカと日本の違いを学びたい方は、実際に海
外研修に行って自分の目で、自分の耳で体感してみてくださ
い。もちろん、ただ純粋に海外に興味があるという方にもお薦
めします。
　他国の文化に触れるだけでも世界観が変わるはずです。
（2007年８月31日から９月６日まで経営情報学部海外事情研修

に参加）

　私はニュージーランドのクライストチャーチから来たベイト
マン・ジェイコブと申します。私は最初に日本へ来た時、人込
みの多さに驚きました。その前に１度だけ日本に来たことがあ
りますが、その時は現在ほど驚きませんでした。私は今、大阪
に住んでいますが、大阪に住んでいる人数は本当に多いと思い
ます。
　最初に住んでいたホームステイ先の家族は、子供が４人いて
家が密集した地域に住んでいました。それは僕の母国である
ニュージーランドとちょっと違います。ニュージーランドで
は、普通、家と家の間隔は狭くない。だから皆は、のびのび生
活しています。
　でもそのホームステイ先の人達は皆親切な人だからどんな狭
い家に住んでいても、とても仲良く幸せな生活を送ることが出
来るということを学びました。
　さらに、ホームステイ先の人と一緒に住んでいるおかげで関
西弁とカラオケはもちろん、日本の家族関係と考え方も勉強に
なりました。

ニュージーランドと比べて、大学の授業は全部日本語で受け
るので最初は難しかったのですが、すぐ慣れてきました。さら
に、先生は、いつも授業を盛り上げてくれるので色んな国から
来た留学生がリラックスして勉強することが出来ます。そのた
め、皆は自分の国の事について喋りたくなるので、日本以外の
国の事についても勉強することが出来ます。このようなこと
は、本当に国際的な授業だと感じます。
　前期に大学のテニスサークルに入ることが出来ました。その
時に僕はあまり日本語が話せなかったのに、皆はやさしくテニ
スのことを教えてくれました。夏休みの間にそのサークルの合
宿へ行って、一週間の間に一緒にテニスをやったり、海水浴し
たり、たくさんのバツゲームをしたりしました。その上、毎日
たくさんの日本語を学べました。こんなに楽しい経験は初めて
のことでした。
　日本へ来てから思ったより、たくさんのことを学んだ。今か
らもっと勉強できるように頑張ります。
（2007年４月から2008年２月まで本学留学生別科生に在籍）

国
際
大
・
短
大
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

あなたの疑問にお答えします

よ
。

　

頻
度
の
高
い
ご
質
問
に
つ
い
て

は
、
大
短
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
Ｑ
＆
Ａ

コ
ー
ナ
ー
で
も
ご
紹
介
し
て
い
ま

す
。「
心
音
日
記
＠
ほ
ん
わ
か
」
で

は
有
志
の
在
学
生
の
協
力
の
も
と
、

卒
業
生
の
方
に
と
っ
て
は
学
生
生
活

を
振
り
返
り
、
高
校
生
に
は
未
来
の

学
生
生
活
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ

け
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
つ
ぶ
や
き
」
で
は
、
本
学
の
こ

と
を
楽
し
く
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
入
試
の
こ
と
だ
け
で
は
な
い

様
々
な
視
点
か
ら
の
新
鮮
な
情
報
の

提
供
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

今
後
は
、携
帯
サ
イ
ト
の
設
置
や
、

高
校
生
向
け
の
入
試
に
役
立
つ
情
報

を
よ
り
充
実
さ
せ
つ
つ
、
卒
業
生
や

外
部
の
方
々
か
ら
も
何
度
で
も
ア
ク

セ
ス
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
サ
イ

ト
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

（
大
学
・
短
大

入
試
・
広
報
部　

雲
川　

佳
奈
）

卒
業
生
の〝
就
業
支
援
〟へ

「
キ
ャ
リ
ア
相
談
室
」開
設

大
阪
・
梅
田　

無
料
で
サ
ポ
ー
ト

出
機
構
の
オ
フ
ィ
ス
に
本
学
の
卒
業

生
専
用
の
「
キ
ャ
リ
ア
相
談
室
」
を

開
設
い
た
し
ま
し
た
。
本
学
の
卒
業

生
な
ら
ば
、
年
齢
、
性
別
を
問
わ

ず
無
料
で
相
談
や
就
職
斡
旋
な
ど
の

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。既

に
10
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
は
開
始

し
て
い
ま
す
が
、
受
付
や
登
録
の
手

続
き
方
法
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
求

人
紹
介
等
の
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
内

容
に
つ
い
て
は
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.oiu.ac.jp/oiu.

htm

）
を
参
照
く
だ
さ
い
。

以
前
と
は
違
い
、
ワ
ー
ク
キ
ャ
リ

ア
を
１
つ
の
会
社
な
ど
で
終
え
る
意

識
や
転
職
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー

ジ
が
薄
れ
、
転
職
は
当
た
り
前
の
時

代
が
来
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

将
来
の
展
望
も
な
く
離
職
を
繰
り
返

す
こ
と
は
、
そ
の
人
間
の
キ
ャ
リ
ア

に
お
い
て
プ
ラ
ス
に
作
用
す
る
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
。

本
学
も
職
業
観
の
醸
成
の
た
め

キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
を
開
講
し
、
新

卒
時
の
就
職
だ
け
で
な
く
、
将
来
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
見
据
え
た
職
業
選
択
の

指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
不
幸
に

も
転
職
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
場

合
で
も
前
向
き
な
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
の
た
め
の
転
職
が
出
来
る
よ
う
な

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

（
大
学
・
短
大　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
課
長　

定
國　

通
雄
）

奥
田
政
三
教
育
・

研
究
基
金
奨
学
生

(敬称略)

大
学
・
短
大

長
期
派
遣
交
換
留
学
［
カ
ナ
ダ･

北
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

（
９
月
～
19
年
12
月
）］
田　

逢
瑩
（
国

コ
ミ
３
）［
中
国
・
四
川
大
学
（
９
月

～
20
年
７
月
）］
谷
藤
晴
生
（
経
情
２
）

［
中
国
・
東
北
大
学
（
同
）］
元
船　

学
▽
坂
本　

健
（
以
上
法
政
経
２
）［
中

国
・
遼
寧
師
範
大
学
（
同
）］
橋
本
真

梨
子
▽
吉
村
侑
華
（
以
上
国
コ
ミ
２
）

［
中
国
・
香
港
中
文
大
学
（
８
月
～

20
年
４
月
）］
南
山
美
紀
（
国
コ
ミ
２
）

［
台
湾
・
中
国
文
化
大
学
（
同
）］
齋

藤
珠
季
（
国
コ
ミ
２
）
▽
廣
瀬
一
憲
（
法

政
経
２
）

短
期
海
外
研
修
［
豪
・
ク
イ
ー
ン

ズ
ラ
ン
ド
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
英

語
研
修
（
８
月
25
日
～
９
月
15
日
）］

河
合
美
保
子
（
心
コ
ミ
４
）
▽
松
井

亜
由
子
▽
高
見
侑
里
▽
横
江
千
里
▽

西
口

愛
（
以
上
国
コ
ミ
３
）
▽
田

中

剛
▽
森
元
美
也
子
（
以
上
国
コ
ミ

２
）
▽
藤
原
裕
梨
英
▽
川
西　

梓
▽
大

東
佑
輔
（
以
上
国
コ
ミ
１
）
▽
西
下
良

二
（
法
政
経
３
）［
日
本
語
教
員
ア
シ

ス
タ
ン
ト
研
修
・
モ
ン
ゴ
ル
第
93
学

校
（
８
月
27
日
～
９
月
16
日
）］
柴
田

智
子
（
ス
ポ
行
４
）

経
営
情
報
学
部
学
科
研
修
［
米
・

ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
（
８
月
31
日
～

９
月
６
日
）］
片
桐
隆
司
▽
片
岡
達
希

▽
大
塚
一
馬
▽
長
谷
川
拓
哉
▽
石
川
広

明
（
以
上
４
）
▽
市
村
美
沙
子
▽
辰
巳

し
お
り
（
以
上
３
）
▽
水
戸
勇
佑
（
２
）

入試・
広報部

新学部紹介や進学説明会
保護者、高校先生の質問に回答

　

私
が
、
生
を
受
け
た
昭
和
20
年
、
我
が
国

は
そ
の
年
の
８
月
に
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
廃
墟
の
中
か
ら
目
覚
ま
し
い
復

興
を
遂
げ
、
高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
、
経

済
大
国
・
日
本
と
し
て
の
国
際
的
地
位
を
築

い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
の
我
が
国
の
世
情
は
、
物

質
的
豊
か
さ
に
比
べ
、
心

の
豊
か
さ
が
問
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
昨
今
の
、
親
子

間
の
痛
ま
し
い
殺
傷
事
件

や
い
じ
め
を
原
因
と
す
る

児
童
・
生
徒
の
自
殺
、
ま

た
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ

る
方
ま
で
を
標
的
に
し
た
悪
質
商
法
な
ど
の

報
道
に
触
れ
る
た
び
に
、
私
は
、
現
代
日
本

人
の
モ
ラ
ル
の
低
下
、
心
の
歪
み
に
非
常
な

憂
い
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

　

戦
後
、
私
た
ち
は
何
を
得
、
何
を
失
っ
た

の
か
、
今
一
度
見
つ
め
直
さ
な
け
れ
ば
、
更

な
る
心
の
荒
廃
を
招
き
、
日
本
の
未
来
が
危

ぶ
ま
れ
ま
す
。
確
か
に
、
戦
争
の
痛
手
を
乗

り
越
え
、
世
界
に
冠
た
る
経
済
・
文
化
の
発

展
を
遂
げ
て
お
り
ま
す
が
、
反
面
、
経
済
至

上
主
義
の
中
で
、
私
た
ち
は
、「
思
い
や
り

の
心
」「
慈
し
み
の
心
」「
自
分
を
律
す
る

心
」、「
も
の
の
あ
わ
れ
」「
卑
怯
を
憎
む
心
」

な
ど
、
日
本
人
が
美
徳
と
し
て
い
た
心
情

を
い
つ
し
か
置
き
去
り
に
し
て
き
た
と
思

い
ま
す
。
日
本
人
が
日
本
人
た
る
精
神
を

取
り
戻
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
や
高

齢
者
な
ど
の
社
会
的
弱
者
に
安
全
で
安
心

な
生
活
環
境
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
が
、
社

会
全
体
の
安
定
に
繋
が
り
、
ひ
い
て
は
国

際
社
会
に
お
い
て
、
信
頼
と
尊
敬
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
こ
そ
、
日
本
人
の
心
の
再
生
が
必
要

な
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
私
は
「
武

士
道
精
神
」
の
復
活
を
期
待
し
ま
す
。
昨

年
の
べ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
国
家
の
品
格
」
の

記
述
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
元
来
「
武

士
道
」
と
は
、
戦
の
た
め
の
「
武
士
の

掟
」
で
あ
り
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
以
降

は
社
会
規
範
や
道
徳
観
へ
と
広
が
り
ま
し

た
。
例
え
ば
会
津
藩
士
の
子
弟
の
教
育
組

織
「
什
」(

じ
ゅ
う)

で
は
、
卑
怯
を
憎
み
、

正
義
を
貫
き
、
勇
気
と
忍
耐
を
持
ち
、
弱

き
者
を
憐
れ
む
こ
と
な
ど
を
７
か
条
の「
什

の
掟
」
に
し
、
最
後
を
「
な
ら
ぬ
こ
と
は

な
ら
ぬ
も
の
で
す
」
と
い
う
言
葉
で
結
ん

で
い
ま
し
た
が
、
こ
の
毅
然
と
し
た
教
え

の
不
足
が
、
現
代
社
会
に
お
け
る
「
い
じ

め
」
問
題
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

幕
末
に
、
開
国
を
求
め
て
来
航
し
て
き

た
欧
米
列
強
は
、
日
本
人

の
教
養
や
精
神
の
高
さ
に

非
常
に
感
銘
し
た
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

精
神
こ
そ
が
武
士
道
精
神

で
あ
り
ま
す
。
社
会
規
範

は
時
代
に
よ
っ
て
変
遷
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

武
士
道
精
神
は
人
が
持
た

ね
ば
な
ら
な
い
普
遍
の
道
徳
観
念
に
通
じ

る
が
故
、「
侍
」
を
描
い
た
映
画
が
海
外
で

も
共
感
を
呼
ぶ
よ
う
に
、
今
日
も
武
士
道

精
神
を
備
え
た
人
は
、
世
界
に
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
の
で
す
。

　

私
は
、
今
こ
そ
、
真
の
知
的
人
間
性
を

確
立
す
る
た
め
に
は
、
我
が
国
で
連
綿
と

続
く
武
士
道
の
精
神
を
活
か
し
、
日
本
人

と
し
て
の
心
を
再
生
す
る
こ
と
で
あ
る
と

強
く
信
じ
て
お
り
ま
す
。

直　

言

再
生
日
本
人
の
心

守
口
市
長　

西
口　

勇　
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実施ずみの公開講座・講演会
日時 タイトル テーマ・講師（敬称略） 場所 主催

１月９日 法政経学部公開講
義「現代の社会と
法」

「少子化問題と法制度」
法政経学部講師　谷口真由美

枚方キャンパス

国際大学法政
経学部

１月16日 「地方公共団体と住民」法政経学部教授　奥　正嗣

１月25日
大阪国際大学
教養講座

「最近の中国事情」� 法政経学部講師　滝田　豪
国際大学国際
関係研究所２月16日

「どこへ行くのか国語・日本語」
留学生別科長・法政経学部教授　松井嘉和

２月17日 Teachers'Seminar

「早期英語教育について－３つの観点から」
近畿大学語学教育部教授　小泉　仁

大阪商業大学総合経営学部教授　加賀田哲也
広島女学院大学文学部教授　林　桂子

守口キャンパス

国際大学語学
教育センター
国際大学国際
関係研究所

４月17日

法政経学部公開授
業「現代の国際情
勢」

「現代の国際情勢をどうとらえるか？」
法政経学部教授　大矢吉之

枚方キャンパス
国際大学法政
経学部政治系
教員

４月24日 「EUの理念と歴史」� 法政経学部教授　古賀敬太

５月１日
「EU 憲法条約とフランス」

法政経学部教授　山本周次

５月８日
「国際通貨ユーロの行方」

法政経学部非常勤講師　谷川　寛

５月15日
「NATOとEUの安全保障ゲーム」

法政経学部准教授　瀬島　誠

５月22日
「EUの環境政策」

法政経学部非常勤講師　松下啓一

５月29日 「EUの教育政策」� 法政経学部教授　鎌野多美子

６月５日
「EUの中のドイツ−ドイツから見た欧州統合の展望」
大阪・神戸ドイツ連邦共和国総領事　ゲロルト・アメルンク

６月12日
「東アジア共同体の構想と進展」

法政経学部講師　滝田　豪

６月19日
「日・韓、韓・中の経済交流と東アジア経済圏」

法政経学部教授　宇山　博

６月26日
「東アジアにおける共通通貨の可能性」

法政経学部准教授　塩谷雅弘

７月３日
「東アジア共同体は必要か」

拓殖大学海外事情研究所教授　吉野文雄

７月10日
「東アジア共同体構想と米国のプレゼンス」

法政経学部教授　大矢吉之

７月17日 「東アジアのエネルギー事情」�三井物産　森梅賢三

７月24日
総括、質疑応答、レポート課題

政治系教員全員参加

７月20日
新学部開設記念シ
ンポジウム（第20回
国際シンポジウム）

「ビジネスに求められる「品格」と「こころ」」
基調講演：「信頼される企業、愛される企業」

弁護士・さわやか福祉財団理事長　堀田　力
パネルディスカッション
パネリスト：

㈳日本プロサッカーリーグ専務理事　犬飼基昭
㈱創コンサルティング代表取締役　海野みづえ
ザ・ウィンザーホテル洞爺総支配人　堤田美穂

国際大・短大副学長　植松康祐
コーディネーター：

読売新聞大阪本社論説委員　波多野　敬

大阪ビジネス
パ ー ク 円 形
ホール

国際大学国際
関係研究所

９月14日
大阪国際大学
教養講座

「東南部アフリカ域内貿易の現状と問題点」
国際関係研究所研究員　准教授　谷口裕亮

枚方キャンパス

国際大学国際
関係研究所

11月20日
「ネパール女性の貧困緩和策」

法政経学部教授　山本勇次

10月２日

法政経学部　公開
授業 「現代の社会
と法」

「人口減少時代の日本の外国人政策について」
前東京入国管理局長、脱北帰国者支援機構代表、

外国人政策研究所所長　坂中英徳

国際大学法政
経学部

10月９日
「介護保険と家族介護」

筑波大学人文社会科学研究科教授　本澤巳代子

10月16日
「「子どもを産む機械」と少子化問題」

法政経学部講師　谷口真由美

10月23日
「セクシュアル・マイノリティ（性的少数者）について」
日本基督教団牧師、法政経学部非常勤講師　堀江有里

10月30日
「「企業の社会的責任(CSR）」その生い立ちと本質」

㈱クレアン　山口智彦

11月６日 「幸福追求権」� 法政経学部教授　奥　正嗣

11月13日
「刑罰としての損害賠償－犯罪被害者を念頭に－」

法政経学部講師　三谷仁美

11月20日
「公益通報者保護法について」

法政経学部准教授　太田照美

11月27日
「ヨーロッパにおけるスカーフ問題－フランス・ドイツ・
トルコを例に－」� 法政経学部教授　鎌野多美子

国際大学法政
経学部

12月４日
「裁判外紛争解決制度（ADR）の可能性－裁判か
調停か－」

神戸大学大学院法学研究科准教授　高橋　裕

12月11日 「身近な環境法について」� 行政書士　松井一博

12月18日 「裁判員制度」（予定）� 大阪地裁裁判官（予定）

10月５日

もりぐちeセミナー
〜みんなと生きる、
あなたとわたし

「他者に見せるわたし」
人間科学部心理コミュニケーション学科講師　谷口淳一

ムーブ21

守口市、㈶守
口市文化振興
事業団、国際
大・短大国際
関係研究所

10月12日
「ワークライフバランスの実現に向けて」

経営情報学部准教授　小橋麗香

10月19日
「大学の授業料が無料の国　スウェーデンに学ぶ」

人間科学部人間健康科学科教授　橋本義郎

11月３日
枚方図書館公開講
演会

「ジャズの世界から眺めた日米のラジオ文化」
DJ(FM ひらかた、FM COCOLO 等）

クリストファー・マイケル・ノット
枚方キャンパス

国際大学総合
メディアセン
ター

2008年の国際大・短大公開講座
日時 タイトル テーマ・講師（敬称略） 場所 主催

１月15日
法政経学部公開授業
「現代の社会と法」

「多文化社会の豊かさ」
法政経学部教授　徳永由紀子

枚方キャンパス

国際大学法政
経学部

１月15日

大阪国際大学
教養講座

「経済のグローバル化がもたらしたもの」　　　　　
法政経学部准教授　塩谷雅弘

国際大学国際
関係研究所

２月８日
「ライフサイクルの臨床心理学」

人間科学部准教授　青野明子

２月22日

「ポーランドにおける日本文化−マンガセンターの活
動と私の研究」
クラクフ日本美術技術センター( 通称マンガセンター)職員

　ヨアンナ・ヴォルスカ

　

奥
田
メ
モ
リ
ア
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
開
か
れ
た
学
園
づ
く
り
、
地

域
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し

て
、
日
ご
ろ
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
足

を
運
ぶ
機
会
の
少
な
い
一
般
市
民
を

招
き
、
文
化
・
芸
術
イ
ベ
ン
ト
を
愉

し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
企
画
さ
れ
た

も
の
で
、
今
年
で
21
回
目
を
迎
え

る
。
11
月
16
日
、
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス

の
方
の
ほ
か
、
多
数
応
募
さ
れ
た
一

般
の
方
か
ら
抽
選
で
４
２
０
名
計

８
０
０
名
を
無
料
で
招
待
し
た
。

　

出
演
者
と
演
目
は
桂　

春
團
治

『
高
尾
』、
桂　

小
春
團
治
『
ち
り

と
て
ち
ん
』、
笑
福
亭　

伯
枝
『
ん

廻
し
』、
桂　

春
菜
『
七
段
目
』、
笑

福
亭　

喬
若
『
動
物
園
』。

　

当
日
、
約
７
０
０
人
で
ほ
ぼ
満
席

と
な
っ
た
会
場
は
、
重
鎮
の
練
り
上

げ
ら
れ
た
一
級
の
芸
に
酔
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
噺
に
大
爆
笑
。
あ
っ
と
い
う

間
の
約
２
時
間
を
過
ご
し
た
。

　

舞
台
終
了
後
、
来
場
者
か
ら
贈
ら
れ

た
志
は
、
総
額
２
１
４
８
０
０
円
と
な

り
、
後
援
団
体
か
ら
の
協
賛
金
78
万
円

と
合
せ
て
、
学
園
の
地
域
交
流
等
の

活
動
資
金
の
一
部
に
充
当
さ
れ
る
。

奥
田
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
イ

ベ
ン
ト
趣
旨
に
賛
同
し
24
社
の
企
業

が
後
援
団
体
と
し
て
協
賛
い
た
だ
い

て
い
る
。

　

今
回
の
企
画
は
、「
上
方
落
語
の

四
天
王
」
の
一
人
で
あ
る
桂
春
團

治
（
三
代
目
）
が
、
若
手
落
語
家
を

引
き
連
れ
て
の
落
語
会
。
近
隣
住
民

桂 

春
團
治
「
落
語
会
」

第１級の芸に酔い､爆笑
21回 奥田メモリアルフェス

近隣住民､今年も招待

会場を酔わせた上方落語四天王の桂　春團治

懐
か
し
い
顔
、
再
会
を
喜
ぶ

ス
ポ
ー
ツ
行
動

佐
々
木
研
究
室 

体
操
、
余
興
で
ク
イ
ズ

　

大
学
人
間
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
行
動

学
科
の
佐
々
木
弘
志
研
究
室
が
毎
年

開
催
し
て
い
る
「
健
康
教
室
」
が
、

10
周
年
を
迎
え
、
９
月
２
日
、
同
研

究
室
が
主
催
し
、
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

が
和
気
あ
い
あ
い
と
開
催
さ
れ
た
。

　

会
場
は
、
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ 

ラ
・

ス
ー
ル
大
阪（
大
阪
市
中
央
区
城
見
）。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
来
賓
２
人
、

こ
れ
ま
で
参
加
さ
れ
た
地
域
住
民
37

人
、
歴
代
ス
タ
ッ
フ
（
卒
業
生
・
現

役
学
生
）
46
人
の
計
85
人
が
、
世
代

を
超
え
て
再
会
を
喜
び
合
っ
た
。

　

こ
の
健
康
教
室
は
、
当
時
人
間
科

学
部
人
間
健
康
科
学
科
の
学
生
だ
っ

た
上
田
加
奈
子
さ
ん
（
１
９
９
９
年

卒
業
、
関
西
医
科
大
学
健
康
科
学

セ
ン
タ
ー
勤
務
）
が
、
卒
業
研
究
で

生
活
習
慣
病
に
関
す
る
運
動
療
法

を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
。
地
域
住
民
を
対
象
に

１
９
９
８
年
に
ス
タ
ー
ト
。
リ
ピ
ー歴代参加者とスタッフらが集まった記念パーティー

タ
ー
も
多
く
、
近
年
は
毎
年
約
50
人

が
参
加
し
て
い
る
。

　

医
学
的
検
査
や
測
定
の
結
果
に
よ

り
、
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
。
そ
れ
に
基
づ
い

た
運
動
を
す
る
こ
と
で
、
日
常
生
活

の
ス
ト
レ
ス
や
運
動
不
足
を
解
消
、

体
力
の
維
持
向
上
を
目
標
に
、
学
生

た
ち
が
、
約
３
ヵ
月
間
、
き
め
細
か

な
ケ
ア
を
行
っ
て
き
た
。

　

会
は
奥
田
吾
朗
学
長
の
祝
辞
の

後
、
こ
の
教
室
の
生
み
の
親
で
あ
る

上
田
さ
ん
の
音
頭
で
乾
杯
。
東
山
武

田
病
院
生
活
習
慣
病
セ
ン
タ
ー
、
健

康
運
動
指
導
科
の
今
井　

優
氏
、
こ

の
教
室
の
参
加
者
代
表
で
芝
本
テ
ル

氏
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

卒
業
生
・
在
学
生
ら
に
よ
る
デ
ン

マ
ー
ク
体
操
や
ク
イ
ズ
な
ど
の
余
興

も
行
わ
れ
、
教
室
参
加
者
代
表
の
服

部
秀
雄
氏
の
祝
辞
と
佐
々
木
教
授
の

挨
拶
で
幕
を
閉
じ
た
。

「
た
き
い 

ふ
れ
あ
い 

ま
つ
り
」

 

ほ
の
ぼ
の
地
域
間
交
流　

幼
稚
園
児
や
老
人
会
員
を
招
き

　

11
月
２
日
、
滝
井
高
校
は
、
普
通

科
幼
児
保
育
進
学
コ
ー
ス
の
学
習
の

一
環
と
し
て
、
近
隣
の
４
幼
稚
園
の

園
児
と
、
今
年
は
じ
め
て
地
元
老
人

会
「
馬
場
２
ぴ
よ
ぴ
よ
く
ら
ぶ
」（
関

　

克
彦
会
長
）
を
招
き
、「
た
き
い �

ふ
れ
あ
い　

ま
つ
り
」
を
開
催
し

た
。

　

参
加
し
た
幼
稚
園
児
は
、
守
口
市

立
と
う
こ
う
幼
稚
園
、
守
口
市
立
ふ

み
ぞ
の
幼
稚
園
、
旭
清
水
幼
稚
園
、

千
寿
幼
稚
園
の
４
園
。
５
歳
児
ク
ラ

ス
を
中
心
に
１
４
６
人
。

　

地
元
老
人
会
か
ら
は
、
お
て
だ

ま
、
独
楽
、
け
ん
玉
な
ど
の
「
こ
ど

も
の
あ
そ
び
や
さ
ん
」
が
披
露
さ
れ

た
。
高
校
生
に
手
を
引
か
れ
て
「
あ

そ
び
や
さ
ん
」
に
や
っ
て
き
た
園
児

た
ち
は
、
お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん

に
教
え
ら
れ
な
が
ら
、
真
剣
に
取
り

組
み
、
高
校
生
も
「
こ
の
独
楽
、
か

わ
い
い
！
」「
お
じ
い
さ
ん
、
お
も

し
ろ
い
！
」
と
す
ぐ
に
親
し
く
な
っ

て
い
た
。「（
園
児
の
）
か
わ
い
い
様

子
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
高
校

生
は
、
お
て
だ
ま
を
触
っ
た
こ
と
も

な
い
子
も
い
る
ん
で
す
ね
」
と
、
同

く
ら
ぶ
の
立
野
文
子
さ
ん
。

　

ま
た
、
元
小
学
校
教
師
で
、「
創

作
和
紙
人
形　

紙
わ
ら
べ
」
歴
20
年

の
師
範
で
小
西
幸
子
さ
ん
が
、
昭
和

初
期
の
子
供
の
様
子
を
和
紙
だ
け
で

作
っ
た
人
形
を
展
示
。
焼
き
餅
や
金

魚
す
く
い
な
ど
小
物
に
ま
で
細
か
く

リ
ア
ル
な
仕
上
が
り
に
、
園
児
た
ち

も
高
校
生
も
釘
付
け
。「
自
分
も
作
っ

て
み
た
い
な
と
思
っ
て
、
小
西
さ
ん

と
お
話
す
る
う
ち
、
家
が
近
所
な
こ

と
が
わ
か
り
話
が
盛
り
上
が
り
ま
し

た
」
と
宮
野
愛
理
さ
ん
（
３
年
）。

　

滝
井
高
生
は
、
日
頃
の
学
習
や
幼

稚
園
実
習
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、

園
児
た
ち
の
喜
び
そ
う
な
お
店
を
準

備
。
演
劇「
シ
ン
デ
レ
ラ
」を
披
露
。

「
紙
芝
居
」「
大
縄
跳
び
」「
手
遊
び
」

や
器
楽
演
奏
な
ど
を
楽
し
ん
だ
り
、

リ
ズ
ム
体
操
で
も
園
児
達
と
触
れ

あ
っ
た
。
今
後
、
幼
稚
園
児
の
先
生

を
目
指
す
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
も
、

貴
重
な
経
験
の
場
と
な
っ
た
。

地
元
老
人
会
、
幼
稚
園
児
、
滝
井
高
生
が
遊
び

を
通
し
て
ふ
れ
あ
っ
た

滝
井
高
生
の
清
掃
活
動

読
売
新
聞
紙
面
を
飾
る

近
隣
住
民
〝
美
談
〟
と
投
稿

　
「
凛
と
し
た
美
し
い
生
徒
が
い
る
学

校
」
を
標
榜
し
て
い
る
、
滝
井
高
校

で
は
、
環
境
教
育
に
も
力
を
入
れ
、

授
業
の
一
環
で
生
徒
た
ち
が
、月
１
、２

回
、
近
隣
の
道
路
や
公
園
を
清
掃�

＝
写
真
＝
し
て
い
る
。

　

こ
れ
を
目
に
し
た
一
般
市
民
が
読

売
新
聞
に
投
稿
、
10
月
27
日
付
け
読

者
の
ペ
ー
ジ

「
気
流
」
に

取
り
上
げ
ら

れ
た
。

　
「
清
掃
活

動
を
行
う
女

子
高
生
に
感

謝
」
と
題
し

投
稿
さ
れ
た

の
は
、
近
隣

で
理
容
業
の

方
。
お
客

さ
ん
と
の
会
話
の
中
で
、「
最
近
、

付
近
の
道
は
ご
み
が
少
な
く
な
っ
た

幼
稚
園
絵
画
表
彰�

(

敬
称
略)

第
44
回
大
阪
府
〈
歯
の
保
健
〉

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞　

大
阪
府
教
育
委
員
会
賞
＝
ゆ

り
組　

永
山
杏
樹
▽
入
選
＝
あ
や
め

組　

北
村
大
貴
▽
ゆ
り
組　

熊
代
健

人
▽
ひ
ま
わ
り
組　

筒
井
大
翔
▽
す

み
れ
組　

堀　

皓
恭

個
人
出
品

第
31
回
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

努
力
賞
＝
あ
や
め
組　

藤
谷
桃
菜
▽
ほ

の
ぼ
の
賞
＝
さ
く
ら
組　

藤
谷
裕
梨
▽

西
川
正
熙
▽
ゆ
り
組　

上
村
美
音

第
56
回
こ
ど
も
二
科
展

個
人
の
部
入
選
＝
ひ
ま
わ
り
組　

穂

園
直
紀

ち
び
っ
こ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
描

く
絵
画
募
集　

走
れ
！
み
ん
な

を
の
せ
て
夢
の
せ
て

優
秀
賞
＝
ゆ
り
組　

上
村
美
音
▽
入

選
＝
あ
や
め
組　

北
村
大
貴
▽
ゆ
り

組　

安
澤
洋
人
▽
さ
く
ら
組　

上
村

ら
ん
が　

健康教室

滝井高

ね
」と
話
題
に
な
っ
た
が
、あ
る
日
、

家
の
前
を
滝
井
高
校
生
が
汗
を
か
き

な
が
ら
黙
々
と
掃
除
を
し
て
い
る
場

面
に
遭
遇
し
、「
そ
の
原
因
が
わ
か
っ

た
（
中
略
）『
あ
り
が
と
う
』
と
礼

を
言
う
と
、
に
っ
こ
り
笑
っ
て
去
っ

た
。
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
抜
け
て

い
っ
た
よ
う
だ
」
と
書
か
れ
て
い

る
。
記
事
を
読
ん
だ
市
民
か
ら
ハ
ガ

キ
や
電
話
で
も
激
励
を
い
た
だ
き
、

暖
か
い
ま
な
ざ
し
で
市
民
に
見
守
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
、
生
徒
た
ち
も
学

校
関
係
者
も
改
め
て
知
り
、
喜
び
と

と
も
に
、
さ
ら
に
地
域
と
の
交
流
を

深
め
よ
う
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
し

た
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　

10
月
４
日
、
地
元
Ｆ
Ｍ
局
で
あ

るFM
-H

A
N
A
K
O
 82.4M

H
z

で

『Global M
ind

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
』

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

笑
福
亭
亀
瓶
こ
と
大
学
人
間
科
学

部 

長
澤
彰
彦
教
授
と
そ
の
ゼ
ミ
生

が
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
つ
と
め
、
守

口
市
周
辺
の
様
々
な
人
々
に
大
阪
国

際
学
園
の
学
生
・
生
徒
が
取
材
に
行

き
、
紹
介
を
し
て
い
く
。

オ
ン
エ
ア　

毎
週
木
曜
日 

15
：
35
～

15
：
55

提
供 

大
阪
国
際
学
園

「
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ 

Ｍ
ｉ
ｎ
ｄ

　

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」が
オ
ン
エ
ア

Ｆ
Ｍ-

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ｏ

　

守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
短
大
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
の
栄
養
士

コ
ー
ス
の
専
用
施
設
と
し
て
、
６
号

館
５
階
フ
ロ
ア
を
す
べ
て
調
理
実
習

室
に
改
装
さ
れ
る
。
室
内
に
は
調
理

室
の
ほ
か
試
食
室
、
セ
ミ
ナ
ー
室
、

更
衣
室
も
設
け
ら
れ
る
。
既
に
今
春

同
館
６
階
が
給
食
管
理
実
習
室
に
改

修
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
続
く
工
事

と
な
る
。
来
春
に
向
け
年
明
け
か
ら

着
工
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
５
階
に

あ
っ
た
入
試
・
広
報
部
は
、
今
年
中

に
本
館
３
階
に
移
転
す
る
こ
と
と
な

る
。 栄

養
士
関
連
施
設
、

来
春
に
着
工守口

キ
ャ
ン
パ
ス
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大阪国際大学
法政経学部教授

古賀　敬太(著)

シ
ュ
ミ
ッ
ト
・

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

(

風
行
社
２
０
０
７
年)

４
３
０
０
円
＋
税

　

本
書
は
、
ド
イ
ツ
の
政
治
思
想
家

カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
、

著
者
の
三
冊
目
の
、
そ
し
て
著
者
自

身
の
言
葉
に
よ
れ
ば
最
後
の
著
書

で
あ
る
。
こ
こ
で
著
者
は
シ
ュ
ミ
ッ

ト
の
概
念
的
思
考
の
枠
組
み
に
沿
っ

て
、
政
治
、
国
家
、
主
権
と
い
っ
た

彼
の
概
念
を
内
在
的
に
分
析
し
な
が

ら
、
そ
れ
ら
を
現
代
の
思
想
家
の
所

説
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
批
判
を
行
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
分
析
と
と
も
に

批
判
に
も
か
な
り
の
頁
が
割
か
れ
て

い
る
の
が
、
前
二
著
と
比
べ
た
本
書

の
特
徴
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
本
書
中
最
も
力
の
籠

も
っ
た
第
二
章
に
お
い
て
は
、
シ
ュ

ミ
ッ
ト
の
国
家
概
念
が
ヴ
ァ
イ
マ
ー

ル
期
、
ナ
チ
ス
期
、
戦
後
の
三
期

に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
国
家

の
時
代
、
グ
ロ
ー
ス
・
ラ
ウ
ム
の
時

代
、
ノ
モ
ス
の
時
代
と
名
付
け
ら

れ
、
そ
の
間
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト

の
転
回
が
語
ら
れ
る
が
、
著
者
は
こ

こ
で
、
国
家
の
相
対
化
と
い
う
点
で

こ
の
転
回
の
持
つ
現
代
的
意
義
を
承

認
し
つ
つ
も
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
的
具
体

的
秩
序
思
考
で
も
、
現
に
進
行
し
つ

つ
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
普
遍

主
義
で
も
な
い
、
も
う
一
つ
の
普
遍

主
義
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。著
者
が
シ
ャ
ン
タ
ル
・

ム
フ
の
言
葉
と
し
て
引
用
し
て
い
る

「
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
と
も
に
思
考
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
抵

抗
し
て
い
く
」（
10
頁
）
と
い
う
方

法
が
、
本
書
に
も
ま
た
当
て
は
ま
る

所
以
で
あ
る
。

　

こ
こ
は
書
評
の
場
で
あ
っ
て
人
物

評
の
場
で
は
な
い
が
、
最
後
に
敢
え

て
、
同
僚
の
目
か
ら
見
た
著
者
の
人

柄
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
絶
え
間
な

い
研
鑽
が
着
実
な
成
果
に
結
実
す
る

研
究
者
は
そ
う
多
く
は
な
い
が
、
著

者
は
そ
の
稀
な
実
例
で
あ
る
。
私
は

そ
の
秘
密
は
真
理
に
対
す
る
著
者

の
謙
虚
な
態
度
に
あ
る
と
思
う
。
著

者
は
既
に
研
究
者
と
し
て
大
家
で
あ

り
な
が
ら
、
私
な
ど
に
対
し
て
も
常

に
質
問
を
怠
ら
な
い
。
そ
れ
は
本
書

に
お
け
る
先
行
研
究
の
丹
念
な
フ
ォ

ロ
ー
か
ら
も
窺
え
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
人
は
自
分
が
真
理
の
高
み
に
到

達
し
た
と
錯
覚
し
た
時
に
堕
ち
始
め

る
。
真
理
探
究
に
お
け
る
著
者
の
誠

実
な
態
度
が
、
あ
と
が
き
で
予
告
し

て
い
る
マ
リ
タ
ン
研
究
に
お
い
て
も

豊
か
な
成
果
を
生
み
出
す
こ
と
を
確

信
し
て
や
ま
な
い
。

(

法
政
経
学
部
教
授　

山
本　

周
次)

◆
新
刊

（
価
格
は
税
別
）

国
際
大
・
短
大

○
『R

evised P
O
LES

TA
R
 English 

C
ourse

Ⅰ

』（
文
部
科
学
省
検
定
済
教
科

書
・
高
等
学
校
外
国
語
科
用
）
経
情
教
授

畠
山
利
一　

国
コ
ミ
教
授　

Peter J. 
H

aw
kes　

共
編　

数
研
出
版

○
『
人
間
関
係
の
ゲ
ー
ミ
ン
グ
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
』
心
コ
ミ
講
師

加
藤
潤
三　

共

著　

北
大
路
書
房　

２
６
０
０
円

○
『
宗
教
を
理
解
す
る
こ
と
』
経
情
教
授

三
木　

英　

共
著　

創
元
社　

１
８
０
０

円

○
『
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
ツ
と
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
』
法
政
経

講
師　

谷
口
真
由
美　

著　

信
山
社　

６
０
０
０
円

○
『
や
さ
し
い
弾
き
歌
い
75
』
幼
保
教

授　

植
田
光
子　

共
著　

音
楽
之
友
社　

２
０
０
０
円

○
『
イ
ラ
ス
ト
で
み
る
最
新
ス
ポ
ー
ツ
ル
ー

ル
’07
』
ス
ポ
行
教
授

久
保
田
豊
司　

共

著　

大
修
館
書
店　

７
８
１
円

○
『
ワ
ル
ト
ラ
ワ
ラ
・
第
25
号
』
大
阪
国

際
大
学
名
誉
教
授　

松
田
司
郎　

編
著　

ワ
ル
ト
ラ
ワ
ラ
の
会　

８
０
０
円

○
『
新
し
い
大
衆
ロ
ウ
ア
ー
ミ
ド
ル
は
こ

う
し
て
つ
か
め
』
国
コ
ミ
教
授

宮
崎
哲

也　

著　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所　

１
３
０
０
円

○
『E

ssays on E
ng
lish Literary 

D
is
c
o
u
rs
e
 : M

e
d
ie
v
a
l a
n
d 

M
odern

』
国
コ
ミ
教
授

菊
池
繁
夫

著　

Philologia Association

（University of  
Belgrade

）
Ｅ
Ｕ
Ｒ
２
０

◆
Ｃ
Ｄ

国
際
大
・
短
大

○
『
手
あ
そ
び
百
科　

歌+

カ
ラ
ピ
ア
ノ
』

幼
保
教
授　

植
田
光
子　

編
著　

fontec  

６
０
０
０
円

“
ヤ
ル
気
”
が
実
っ
た
！

　

今
年
で
第
３
回
目
と

な
っ
た
大
学
・
短
大

のC
hallenge T

he 
Global M

ind

（
学
生

チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
）。

11
企
画
の
応
募
が
あ

り
、
書
類
審
査
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査

を
経
て
、
４
企
画
が
採

択
さ
れ
、
奨
励
金
が
授

与
さ
れ
た
。

　

企
画
を
出
し
た
学
生

た
ち
は
、
７
月
に
採
択

が
決
定
し
て
以
来
、
準

備
、
企
画
実
施
、
そ
し

て
報
告
書
作
成
と
全
力

で
取
り
組
ん
だ
。

第３回学生チャレンジ制度

経
営
情
報
学
部

法
政
経
学
部

人
間
科
学
部

短
期
大
学
部

児
童
に
川
遊
び
通
し

危
険
と
楽
し
さ
伝
授

「W
arter K

ids C
lub

（
川
の

安
全
・
環
境
講
習
会
）」　

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

　
「
川
は
危
険
だ
か
ら
近
づ
か
な
い

よ
う
に
！
」
と
言
わ
れ
て
き
た
子
ど

も
た
ち
が
、
本
当
の
意
味
で
の
川
の

危
険
を
知
ら
な
い
ま
ま
成
長
す
る
こ

と
を
懸
念
し
、
安
全
意
識
を
身
に
つ

け
な
が
ら
、
川
で
遊
ぶ
と
い
う
企
画

を
実
施
し
た
。
８
月
26
日
当
日
、

参
加
し
た
小
学
生
た
ち
は
、
保
津
川

で
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
や
飛
び
込
み
、

流
れ
の
中
で
泳
ぐ
体
験
な
ど
、
川
で

の
遊
び
を
満
喫
す
る
と
同
時
に
、
水

辺
で
の
安
全
な
遊
び
方
、
や
っ
て
は

い
け
な
い
事
を
学
習
。
環
境
講
習
会

▼
経
営
情
報
学
部　

今
本
英
男
▽

上
村

怜
▽
中
村
智
貴
▽
中
村
宏

美
▽
幡
亜
祐
美
（
以
上
２
）
▽
大
塚

大
輝
▽
尾
花
忠
夫
▽
小
林
由
樹
子
▽

曹

洋
▽
長
岡
勇
希
（
以
上
３
）
▽

堀
之
内
広
美
▽
金

桂
花
▽
高
橋
枝

里
▽
上
之
原
一
寿
▽
于

宛
鷺
（
以

上
４
）

大
学･

短
大

学
業
優
秀
者
表
彰

（敬称略）

▼
法
政
経
学
部

岩
本
光
司
▽
島
田
栄
治
▽
根
間
亜
優

美
（
以
上
２
）
▽
髙
嶋
智
美
▽
田
所

千
紘
▽
陳
祖
順
▽
柊
迫
真
澄
（
以
上
�

３
）
▽
西
嶋
正
樹
▽
多
田
茉
里
▽
鵜

飼

梓
▽
曽

放
（
以
上
４
）

▼
人
間
科
学
部
心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科　

森
下
雄
輔
▽
山
田
由

比
▽
吉
田
恵
里
（
以
上
２
）
▽
加
本

彩
子
▽
木
村　

愛
▽
三
宅
真
弓
（
以

上
３
）
▽
片
岡
美
亜
▽
久
禮
真
由
美

▽
霜
田
拓
也
（
以
上
４
）

▼
同　

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科　

于　

卿
煥
▽
土
屋
敬
史
（
以

上
２
）
▽
柿
迫
春
佳
▽
李　

穎
（
以

上
３
）▽
松
田
千
絵
▽
吉
原
和
人（
以

上
４
）

▼
同　

人
間
健
康
科
学
科　

櫛
野
友

希
▽
劉　

顕
華
（
以
上
２
）
▽
岡
田

さ
や
か
▽
松
本
幸
子
（
以
上
３
）
▽

石
野
友
理
▽
古
田
智
美
（
以
上
４
）

▼
同　

ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科　

古
川

絵
梨
▽
吉
﨑
菜
央
未
（
以
上
２
）
▽

砂
取
優
奈
▽
則
本
や
よ
い（
以
上
３
）

▽
小
川
紗
織
▽
宮
下
由
紀（
以
上
４
）

▼
短
大　

家
政
科　

久
留
由
貴
▽
入

矢
菜
摘
（
以
上
２
）

▼
同　

幼
児
保
育
学
科　

坂
井
美
穂

▽
中
角
有
花
▽
原
佑
理
恵（
以
上
２
）

▼
同　

国
際
文
化
学
科　

周
防
波
華

▽
山
本
侑
加
▽
若
月
陽
菜（
以
上
２
）

W
ater K

ids C
lub

。
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
体
験
を
通

し
て
川
の
危
険
性
を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち

は
、
劇
と
紙
芝
居
で
、
子
ど
も
た
ち

に
わ
か
り
や
す
く
工
夫
し
た
。

　

後
日
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、「
夏
休
み
最
後
の
良
い
思
い
出

が
で
き
た
」「
川
は
楽
し
い
け
ど
、

大
人
と
行
か
な
い
と
ダ
メ
と
言
う

事
が
分
か
っ
た
」
な
ど
の
回
答
を
得

た
。
ま
た
、「
来
年
も
続
け
て
い
っ

て
欲
し
い
」
と
、
保
護
者
か
ら
も
高

い
評
価
を
受
け
た
。

代
表
の
原
田
友
春
さ
ん
（
心
理
コ

ミ
４
）
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確

保
や
他
団
体
と
の
調
整
な
ど
困
難
に

も
直
面
し
た
が
、
み
ん
な
で
一
つ
の

も
の
を
作
り
上
げ
て
い
く
喜
び
や
、

苦
労
を
知
っ
た
。
今
ま
で
以
上
に
ク

ラ
ブ
間
の
結
束
が
深
ま
り
、
学
生
生

活
最
後
の
夏
休
み
の
思
い
出
が
出
来

た
と
思
う
。
誰
か
一
人
で
も
サ
ボ
れ

ば
、
全
く
前
に
進
ま
な
い
と
い
う
、

責
任
感
の
重
要
性
を
非
常
に
強
く
感

じ
る
事
が
出
来
た
」
と
振
り
返
る
。

若
者
の
姿
、
自
然
描
写
を
映
像
に

「I and A

」　

人
間
科
学
部
国

際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

４
年
次
生　

小
林　

旦

卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
を
「
ビ
ー
ト

ニ
ク
と
現
代
を
生
き
る
若
者
」
と

し
、
若
者
の
姿
を
考
察
し
て
い
る
小

林
さ
ん
。「
人
生
の
う
ち
最
も
自
由
で

多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
自
分
自

身
の
考
え
も
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
大

学
時
代
に
、
自
分
な
り
の
考
え
を
表

現
し
、
形
に
残
し
た
い
と
思
っ
た
」。

こ
の
制
度
に
は
、
２
度
目
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
採
択
と
な
っ
た
。

映
画
の
タ
イ
ト
ル
は
、『I and 

A

』。
由
来
は
、Ice cream

 
and A

pple pie

とI and 
A

nother

で
、
甘
い
も
の
だ

ら
け
の
飽
和
状
態
の
現
代
に

存
在
す
る
若
者
が
、
友
人
と

の
旅
の
中
で
の
会
話
や
あ
り

ふ
れ
た
日
常
か
ら
未
来
へ
前

進
す
る
力
を
身
に
つ
け
て
い

く
ス
ト
ー
リ
ー
。
作
品
は
、

自主制作映画「I and A」撮影時の１コマ

守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
の
優
花
祭
と
、
大

谷
大
学
で
上
映
さ
れ
た
。

　
「
映
像
作
り
は
、
完
全
な
初
心
者

だ
っ
た
た
め
、
日
々
手
探
り
で
の
勉

強
の
毎
日
で
し
た
。
人
集
め
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
な
ど
が
一
番
大
変
で

し
た
」
と
い
う
小
林
さ
ん
だ
が
、
等

身
大
の
若
者
の
姿
や
自
然
描
写
な
ど

を
美
し
い
映
像
に
仕
上
げ
た
。

　
「
情
熱
を
持
っ
て
何
か
に
取
り
組
む

と
い
う
こ
と
は
、
自
分
自
身
に
対
し

て
純
粋
に
正
直
に
な
れ
る
と
思
う
。

こ
れ
は
人
が
成
長
す
る
た
め
の
、
良

い
活
性
剤
に
な
る
と
感
じ
た
。
私
の

企
画
や
活
動
を
見
て
、
考
え
る
だ
け

で
な
く
行
動
に
移
す
こ
と
の
大
事
さ

が
伝
わ
る
と
嬉
し
い
で
す
」。

「
Ｃ
Ｍ
制
作
」　

長
澤
ゼ
ミ
（
人

間
科
学
部
心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
）

心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

長
澤
彰
彦
教
授
の
ゼ
ミ
学
生
が
国

際
大
の
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
を
考
え
自
ら

制
作
。
完
成
し
た
Ｃ
Ｍ
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
（FM

-H
A

N
A

K
O

 
82.4M

H
z

）
で
、
11
月
１
日
か
ら
翌

年
１
月
31
日
ま
で
の
３
ヵ
月
間
、
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
の
21
時
59
分
よ
り

40
秒
間
放
送
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は

週
替
わ
り
。

　

代
表
の
美
濃
岡
尚
子
さ
ん
（
３
年

次
生
）
は
、「
国
際
大
を
も
っ
と
広

く
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
、
ま
た
、

元
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
長
澤
先
生
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
勉
強
す
る
チ
ャ

ン
ス
だ
と
思
っ
た
。
そ
れ
に
ラ
ジ
オ

放
送
の
実
践
の
舞
台
か
ら
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
を
学
び
た
か
っ
た
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
る
。

　

内
容
は
、
学
生
生
活
の
こ
と
、
地

域
交
流
の
こ
と
な
ど
様
々
。

　
「
み
ん
な
で
Ｃ
Ｍ
を
企
画
し
、
内

容
を
考
え
、
コ
メ
ン
ト
を
考
え
、
自

分
た
ち
で
喋
る
の
で
す
か
ら
、
そ
れ

は
楽
し
い
。
自
分
た
ち
の
声
が
ラ
ジ

オ
か
ら
流
れ
て
い
る
の
を
聞
い
た
時

は
、
う
れ
し
く
て
う
れ
し
く
て
。

今
後
は
、学
園
提
供
番
組
『Global 

M
ind

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
』
の
企
画
・

出
演
や
、
大
学
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
ス

タ
ジ
オ
を
作
っ
て
、
そ
こ
か
ら
放
送

し
た
り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
」
と
、
次
へ
の
意
欲
を

燃
や
し
て
い
る
。

ＣＭ制作。ナレーション担当の小松佳那子
さん（左）と代表の美濃岡尚子さん（右）

国
際
大
の
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ

自
ら
考
え
、
制
作
流
す

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
も
伝
え
る

「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」　

ス
ポ
ー

ツ
行
動
学
科
有
志
グ
ル
ー
プ
会

（
世
戸
俊
男
ゼ
ミ
、
協
力　

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
会
）

夏
休
み
期
間
中
に
、
地
元
の
小
学
生

サマースクール。流しそうめんに子どもたちは
大はしゃぎ

を
対
象
に
行
っ
て
き
た
「
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
」
は
、
今
年
で
５
年
目
。
地

域
の
子
ど
も
た
ち
と
大
学
生
の
交
流

の
場
と
し
て
、
毎
年
好
評
で
、
保
護

者
か
ら
も
継
続
を
希
望
す
る
声
が
多

い
。
今
年
は
、
主
催
が
ス
ポ
ー
ツ
行

動
学
科
と
あ
っ
て
、
学
科
の
特
性
を

生
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
み
を
伝

え
た
い
と
い
う
思
い
も
加
わ
っ
た
。

「
参
加
し
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち

を
い
か
に
楽
し
ま
せ
て
あ
げ
ら
れ
る

か
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
や
計
画
の

理
想
を
ど
こ
ま
で
現
実
に
近
づ
け
る

こ
と
が
で
き
る
か
を
、
企
画
初
体
験

の
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
作
り
上
げ

て
い
く
こ
と
は
本
当
に
大
変
で
、
た

く
さ
ん
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
実

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ど
ん

な
に
疲
れ
て
い
て
も
、
毎
朝
目
を
輝

か
せ
て
楽
し
み
に
や
っ
て
く
る
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
を
見
る
と
、
元
気
が

出
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

企
画
実
施
は
、
８
月
16
日
か
ら
19

日
。
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
小

学
生
50
人
余
を
迎
え
、
ス
タ
デ
ィ
ー

タ
イ
ム
、流
し
そ
う
め
ん
大
会
、様
々

な
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
、
有
意
義
な
４

日
間
を
過
ご
し
た
。

「
一
度
自
分
た
ち
で
決
め
た
こ
と

を
全
力
で
や
り
と
げ
る
こ
と
の
大
切

さ
を
今
、
感
じ
て
い
ま
す
。『
責
任

を
も
っ
て
動
き
、
人
を
動
か
す
』
多

く
の
学
び
が
あ
り
ま
し
た
」
と
一
同

実
感
し
て
い
る
。
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８
月
24
日
か
ら
27
日
に
開
催
さ
れ

た
文
部
科
学
大
臣
杯
第
42
回
全
日
本

大
学
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大

会
（
京
都
府
福
知
山
市
）
で
、
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
見
事
準
優
勝

に
輝
い
た
。

　

同
選
手
権
に
は
、16
回
目
の
出
場
。

全
国
の
強
豪
24
校
の
中
、龍
谷
大
学
、

富
士
大
学
、
淑
徳
大
学
、
大
阪
大
谷

大
学
を
相
手
に
勝
ち
上
が
り
、
同
じ

近
畿
地
区
か
ら
出
場
の
宿
敵
・
園
田

学
園
女
子
大
学
と
決
勝
戦
で
戦
っ
た

が
、惜
し
く
も
敗
れ
、準
優
勝
と
な
っ

た
。
準
優
勝
の
座
は
、
創
部
以
来
最

高
の
成
績
で
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
を

礎
に
努
力
を
実
ら
せ
た
部
員
た
ち
の

ヘッドラインニュース
2007年（平成19年）
３／26	 滝井高	 �学習合宿「コミュニティ嵯峨野」（京都市右京区）で実施

（～29）
３／27	 大学<守口>･短大	�全国選抜高校テニス大会連覇の長尾谷高校女子テニス監

督　福田かんなさんは、本学テニス部出身！
４／	 短大	 �大久保中学校校区連携推進協議会ニュース「トライ・ア

ングル」第14号に地域食育フォーラム掲載
４／７	 大学<守口>	�FM HANAKO 82.4MHz『もりかど探偵団』「第一印象に

ついて」特集で、心理コミ　森上幸夫准教授がコメント
４／８	 大学<枚方>	�経営情報学部OB平井良人さん、京都市議選に立候補。結

果は惜しくも落選
４／11	 滝井高	 �新１年生宿泊研修、国立曽爾青少年自然の家（奈良県）

で（12）
４／13	 大学<枚方>	�シスアド合宿実施～試験当日朝まで、情報系教員と一緒

に寝泊まりして自学自習
４／16	 大学<守口>	�陸上競技部OG国際大ACのメンバー 加茂有希子さん・安

希子さん姉妹、読売新聞「陸上競技に恋して～トラック
１周にかける希望」に掲載

４／21	 滝井高	 �朝日新聞『スポーツフロンティア』でバレーボール部の
堀口夏実さん紹介「高校・プレミア両立に壁」

４／21	 大和田中･高	�第14回スプリングコンサートを吹奏楽部が開催
４／23	 大和田中	 １・２年生、春の遠足で大阪府青少年海洋センターへ
４／23	 大和田中	 私のしごと館体験
４／24	 大学･学園	 �名誉教授称号記授与式～新開陽一教授、松田司郎教授が

名誉教授に
５／	 学園	 �春の叙勲～瑞宝小綬章　樽本清次郎氏　元 短大教授（教

職担当）▽瑞宝双光章　廣川弘光氏　元 大和田中･高（渉
外担当）▽三吉貞人氏　元 法人本部事務局長

５／11	 幼稚園	 人形劇鑑賞
５／15	 大学･短大	 �在大阪中国総領事館教育室の李茂林領事を招き、中国人

留学生へのオリエンテーション（16）
５／20	 幼稚園	 日曜参観
５／21	 大学･短大	 �中国の協定校・浙江万里学院の応 敏 副院長一行が本学を

訪問
５／22	 学園	 �教職員表彰、春高バレー全国制覇の功績を讃え才崎哲

次  教諭（バレーボール部監督）▽河本昭義　嘱託職員（同
総監督）▽丹生谷智里　嘱託職員（同コーチ）を表彰

５／23	 大学･短大	 韓国　東岡大学と協定書調印式
５／23	 大学	 東岡（トンガン）大学との間の学術交流協定書調印式
５／23	 大学<守口>	�ヘッドスピン回数でギネスブックに登録されている国際

コミ１　大野愛地さんが、『大阪ほんわかテレビ』（読売
テレビ）に出演

５／28	 短大	 �守口市の保育所職員研修会で、幼児保育学科　植田光子教
授が「楽しい歌遊び・手遊び」をテーマに講演( ６／26)

５／29	 大学<守口>･短大	�麻疹（はしか）感染に関わる特定科目の履修学生に対す
る出席停止を告知

５／29	 短大	 �大阪私立短期大学フェア「大学入試から進路選択を考え
る」パネルディスカッションで、大久保正明　学長室係
長がパネリスト

５／29	 短大	 家政科、給食管理実習
５／31	 大学<枚方>	日韓経済協力に関する国際セミナー開催
６／１	 幼稚園	 遠足、神戸市立須磨海浜水族園へ
６／２	 大学<守口>･短大	�守口キャンパス、麻疹（はしか）感染防止のため全学休

講措置
６／４	 大和田中･高	 �セント・マイケルズ・カレッジエイト・スクール

（SMCS）生、ローンセストン・チャーチ・グラマー・ス
クール（LCGS）生　歓迎式典

６／５	 大学<守口>	�埼玉県　開智高校生４人が、「嘘をつく心理」の調査で、
心理コミ　石井　滋　教授を訪問

６／５	 幼稚園	 消防車がきて避難訓練
６／６	 大和田中･高	�LCGS音楽部・大和田中･高ブラスバンド部ジョイントコ

ンサート
６／８	 大学<守口>･短大	�守口キャンパス、麻疹（はしか）感染防止のための全学

休講措置を解除
６／８	 滝井高	 体育大会
６／９	 大和田中･高	�体育祭。セント・マイケルズ・カレッジエイト・スクー

ル（SMCS）生も参加
６／10	 大学<守口>	�第16回YOSAKOIソーラン祭りで、人健２　今村龍太さ

んが副代表兼演技部長を務める関西京都今村組が341チー
ム中10位!!ソーラン節のふるさと積丹町賞を受賞。

６／13～	短大	 �守口市の幼稚園園内研修会で、幼保　谷　玲子非常勤講
師が「子ども観察、設定保育研修」と「運動会、日常保
育のリズム体操と遊び」をテーマに講師を務める

６／15	 滝井高	 �NHK総合（近畿ブロック）『GO! GO! KAN-POP　はばた
け関西ポップス』の“Highschool Countdown”コーナー
に登場！！看護進学コースの生徒が「癒し」をテーマに選曲

６／15	 大和田中･高	塾対象入試説明会
６／16	 大学<守口>	�留学生と国際コミの学生が合同でゆかたの着付け実習（担

当　高橋尚美　非常勤講師）
６／16	 大和田中･高	体育祭
６／16	 幼稚園	 音楽発表会
６／20	 大学<守口>	�NHK『ためしてガッテン』「徹底解明　いい汗と悪い汗」

に専門家ゲストとしてスポ行　井上芳光教授が出演
６／21	 大学･短大	 �人権に関する全学映画会『アイム　ヒア　僕はここにい

る』（７／２～６、13）
６／26	 大学<守口>･短大	麻疹（はしか）感染防止のための注意喚起を告知
６／27	 大学･短大	 本学主催　大学･短大説明会( ７／４)
６／30	 短大	 �幼保　谷　玲子非常勤講師が京田辺市立松井ケ丘幼稚園

でお父さんと園児の親子遊びの指導
７／１	 大学･短大	 大阪環状線をラッピング電車が走行中！（～31）
７／３	 短大	 �認証評価（第三者評価）研修会「第三者評価と自己点検・

評価」
７／４	 大学<守口>	�大野愛地さん（国際コミ１　ダンス部）が、『ザ・ベスト

ハウス１・２・３』（フジテレビ）に出演
７／５	 大学<枚方>	�仏エセック経済商科大学院大学生とボーリング大会で学

生交流
７／７	 短大	 家政科、第３回食育イベント開催！羊帝会も協力
７／７	 滝井高	 �バレーボール部、FMひらかた77.9MHzの「HIRAKATA 	

スポーツ応援団」に中田碩也校長、才崎哲次監督、選手
が出演（８）

７／10	 大学･短大	 �人権教育に関する教職員研修会「外国人の人権─ありの
ままの私─」

７／12	 大学･短大	 �全学学生講演会「スモークフリーキャンパスの実現を目
指して」

７／12	 大和田中	 林間学舎（～14）
７／13	 大学<枚方>	�法政経　谷口真由美講師、クレオ大阪西の連続講座初日

の講師

７／18	 大和田中	 �CSベネッセチャンネルの放送番組『あつまれ中学生!!ス
クールパラダイス』が取材

７／19	 大学<守口>	�大野愛地さん（国際コミ１、ダンス部）が、毎日テレビ
の人気テレビ番組、『うたばん』に出演！

７／19	 短大	 第25回ジョイフルコンサート
７／20	 幼稚園	 終業式
７／23	 幼稚園	 �韓国慶北専門大学一行が、日本研修の一貫で訪問、大学の

中にある幼稚園として本園や大学守口キャンパスを見学
７／28	 大学･短大	 �三大学連合同窓会総会～第１部では「バイマーヤンジン

心のコンサート」なども開催
７／28	 大和田中	 ブラスバンド部　大久保ふれあいまつりに出演
７／30	 大学<枚方>	�団体献血で厚生労働大臣感謝状。地域の部（８団体）の

代表として、感謝状の贈呈を受けた
７／30	 滝井高	 �文化祭での団体献血で大阪府知事感謝状。団体の部（60

団体）の代表として、感謝状の贈呈を受けた
７／31	 滝井高	 �バレーボール部インターハイ全国大会出場で、守口市長

を表敬訪問
８／	 大学<守口>	�エフエムもりぐち「手紙コンテスト」の審査員に松田司

郎名誉教授
８／１	 大学･短大	 テレビＣＭ実施（～10）
８／１	 短大	 �第３回食育フェスタ2007の様子が大久保中学校校区連携

推進協議会ニュース『トライ・アングル』に掲載
８／３	 短大	 �幼保　植田光子教授、第56回幼児教育大講習会（主催　

ひかりのくに）分科会で「手あそび百科・レパートリー
のふやし方　ピアノ伴奏のヒミツ」の講師

８／５	 大学･短大	 �大野愛地さん（国際コミ１、ダンス部）が、朝日放送の
特番『サンデー DX・世界キテレツ超人大賞』に出演

８／６	 大学･短大	 日本経済新聞『アジア留学事情』で本学の短期研修紹介
８／11	 大学<守口>	�テレビ大阪『Ｑっと！サイエンス』にスポ行　井上芳光

教授が出演。テーマ「暑い夏に汗のお話」
８／19	 滝井高	 �FM HANAKO主催「第二回手紙コンテスト」で９作品が

入賞！入賞者（敬称略）Ａ組　大野陽香▽川口愛梨▽北
原彩希▽田中亜樹▽中野慶衣▽西川沙耶▽Ｂ組　富岡麻
希▽山尾佐知子▽Ｈ組　香山聡美

８／20	 大学･短大	 �女子ラクロス部、関西学生リーグ戦好発進、スポーツ報
知に掲載

８／20	 大学<枚方>	�逢澤一郎衆議院議員・元外務副大臣との交流会に経情
４  大塚一馬さん、長谷川拓也さんが参加

８／20	 大和田中	 ３年学習合宿
８／24	 学園	 三大学連合同窓会ホームページ開設祝金贈呈式
８／25	 大学･短大	 �合唱部が守口老人保健施設ラガールで「第11回ひまわり

コンサート」開催
８／26	 滝井高	 �土居駅前通り商店街夏祭り、吹奏楽ミニコンサートや楽

器演奏体験、外国人教員によるミニ英会話教室、パネル
展示などで、51人の生徒が参加

８／31	 大和田中･高	芸術鑑賞「上方落語」
９	 大学<枚方>	�卒業生で秘書採用支援の株式会社セレッテ　代表取締

役  上木原光一郎さん（政経1998年卒）、起業家紹介ポー
タルサイト『起業家ベンチャーレポート』にインタビュー
掲載

９､10	 大学<枚方>	�卒業生　上木原光一郎さん（政経1998年卒）、リクナビ
NEXT、雑誌『経済界』に相次いで登場

９／7､13	大学<守口>	�女性学問題学習講座『身近な「かどま」を知る』の講師
に心理コミ　加藤潤三講師と人健　下野辰久教授

９／８	 学園	 �もりかど探偵団　守口門真のキャラクター特集で、学園
のキャラクター紹介！滝井高校で収録。企画広報課　生
山隆浩係長が出演

９／20	 大学･短大	 �大野愛地さん（国際コミ１）とダンス部メンバー、『スー
パーニュースアンカー』（関西テレビ）に生出演！「走れ！
コウケン」のコーナーで吉原功兼アナウンサーもヘッド
スピンに挑戦。

９／21	 短大	 幼保「音楽II」受講生、守口市立おおくぼ幼稚園で演奏
９／29	 大学<守口>	�心理コミ　長澤彰彦教授、FM-HANAKO（82.4MHz）『も

りかど探偵団』「団塊の世代に聞く－第二の人生の過ごし
方－」テーマで出演

９／30	 大学<枚方>	�卒業生で小説家の椙本孝思さん（経情2000年卒）の新作
ホラー小説『魔神館事件－夏と少女とサツリク風景－』、
角川書店から刊行！

10	 大学･短大	 �枚方キャンパスライブラリーツアーで初の試み、第一法
規・日経テレコンによるセミナー３年次生を対象に実施
（～11月）

10／	 大学･短大	 �日本学生支援機構編『大学と学生』10月号の表紙と巻頭
カラーを飾る

10／	 大学･短大	 �卒業生で小説家の椙本孝思さん（経情2000年卒）の新刊
『SPOOKY』（アルファポリス）発売！単行本『明日、キャ
ロラインカフェで』を改題し文庫化

10／３	 大学･短大	 �守口の中学砲丸事故で、TBS『イブニング・ファイブ』
で陸上競技部　小倉幸雄准教授が砲丸投げについて解説

10／４	 大学･短大	 �読売新聞『大学』の連載で、「日本語教員アシスタント
研修」を紹介。人間科学部４年　柴田智子さん、瀧本　
襄  国際交流センター長のコメントなど掲載

10／10	 大学･短大	 �大野愛地さん（国際コミ１、ダンス部）、『関ジャニ∞のジャ
ニ勉』（関西テレビ）に出演！

10／16	 大学･短大	 �MBSラジオ『ノムラでノムラだ♪』内CMで、守口キャ
ンパス食堂ヤマザキショップ中継

10／19	 幼稚園	 避難訓練
10／22	 大学･短大	 �協定校の韓国・東岡大学から23人が枚方市を訪問し地元

団体と伝王仁塚を清掃
10／25	 大和田中	 Halloween Party開催！
10／26	 大学<守口>	FM-HANAKO 82.4MHzで優花祭告知
10／26	 幼稚園	 園外保育「芋掘り」
10／27	 大学･短大	 �FM-HANAKO 82.4MHz『もりかど探偵団』「うっかりミ

スをなくす方法」をテーマに心理コミ　森上幸夫准教授
がコメント

10／27	 滝井高	 �「清掃活動を行う女子高生に感謝」一般市民が読売新聞
に投稿

11／１	 大学･短大	 教職員対象、人権に関する現地学習会
11／１	 大学･短大･滝井高	�大学女子ソフトボール部、滝井高校バレーボール部、守

口市教育委員会表彰をうける
11／３	 大学･短大	 �FM-HANAKO 82.4MHz『もりかど探偵団』で優花祭生

中継
11／４	 滝井高	 �守口市民まつり　スピーチコンテスト（審査員に飯田副

校長）、演技発表、ボランティアによる会場内清掃・クリー
ン推進に教員・クラブ生徒が参加

2007／	 大学<枚方>	�経 情　 廣 田 章 光 教 授、 雑 誌『Business Insight Plus 
2007』「プロフェッショナルの仕事術」で紹介（現代経営
学研究所／神戸大学大学院経営学研究科　共同編集）
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晶

大
和
田
中
学

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・
８
／
８　

近
畿
総
体 

３
連
覇

・
８
／
22　

全
日
本
選
手
権　

ベ
ス
ト
16

・
９
／
17　

大
阪
私
学
大
会　

３
位

・
９
／
23　

北
河
内
秋
季
大
会　

優
勝

・
10
／
13　

大
阪
総
体　

優
勝

美
術
部

・
８　

第
56
回
大
阪
私
学
美
術
展
覧
会　

優
秀
賞　

綿
谷
奈
津
美
▽
奨
励
賞　

北

野
未
知
佳
▽
北
村
理
紗

　

滝
井
高
校
の
吹
奏
楽
部
は
、
校
内

行
事
は
も
ち
ろ
ん
、
万
博
公
園
ブ
ラ

ス
エ
キ
ス
ポ
、
夏
の
甲
子
園
開
・
閉

会
式
な
ど
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
か

ら
、
守
口
市
民
ま
つ
り
、
幼
稚
園
や

病
院
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
地
域
密

着
型
の
行
事
ま
で
、
幅
広
い
活
動
で

大
忙
し
の
１
年
を
過
ご
し
ま
す
。

　
「
お
か
げ
さ
ま
で
、
学
外
で
の
演

奏
で
は
主
催
者
の
方
に
大
変
気
に

入
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
こ
か
ら
い
ろ

ん
な
つ
な
が
り
が
広
が
っ
て
い
ま

す
」
と
、
顧
問
の
瓜
生
恭
宏
先
生
。

　

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
も
、
学
外
で

演
奏
す
る
こ
と
は
と
て
も
い
い
刺
激

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。「
い
ろ

い
ろ
な
個
性
が
集
ま
っ
た
ク
ラ
ブ
で

す
が
、
楽
器
が
好
き
で
音
楽
が
好
き

で
、
成
果
を
発
表
し
た
時
の
充
実
感

が
好
き
と
い
う
共
通
の
ベ
ー
ス
が
あ

る
の
で
、
み
ん
な
で
様
々
な
問
題
を

の
り
こ
え
て
い
ま
す
」。

　

滝
井
高
校
に
は
、
吹
奏
楽
ク
ラ
ス

が
あ
り
ま
す
が
、
ク
ラ
ス
以
外
の
生

徒
も
多
く
入
部
し
て
い
ま
す
。

　

吹
奏
楽
の
お
も
し
ろ
さ
は
、「
自

分
の
か
ら
だ
か
ら
出
て
く
る
空
気

（
息
）で
音
が
出
る
こ
と
。し
か
も
、

そ
の
日
の
気
分
や
練
習
の
方
法
に

よ
っ
て
ち
ょ
っ
と
ず
つ
違
う
音
が
出

る
。
各
々
か
ら
出
て
き
た
個
性
的
な

音
を
み
ん
な
で
少
し
ず
つ

合
わ
せ
て
、
自
分
た
ち
の

サ
ウ
ン
ド
を
作
っ
て
い
く

こ
と
が
楽
し
い
。
全
員
で

合
わ
せ
る
こ
と
は
大
変
だ

け
ど
う
ま
く
合
う
と
び
っ

く
り
す
る
く
ら
い
感
動
的

な
音
が
出
ま
す
」
と
の
こ

と
。

　

年
明
け
１
月
に
は
、
大

和
田
中
・
高
校
と
合
同
の

ブ
ロ
ッ
サ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

（
奥
田
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー

ル
）、
守
口
市
民
音
楽
祭

（
さ
つ
き
ホ
ー
ル
）、
３

月
は
第
15
回
目
と
な
る

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ン
ド
コ
ン

サ
ー
ト
（
門
真
市
ル
ミ

エ
ー
ル
ホ
ー
ル
）
と
続
き

ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
個

性
豊
か
な
生
徒
た
ち
が
奏
で
る
ハ
ー

モ
ニ
ー
で
、
感
動
を
分
か
ち
合
い
ま

せ
ん
か
？ク

ラ
ブ
活
動訪 

問

滝
井
高 

吹
奏
楽
部

万博公園ブラスエキスポの一コマ

地域密着で幅広い活動
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平成20年度  入試日程
大
阪
国
際
大
学
大
学
院

選考種別（略称） 出願期間（締切日消印有効） 選考日

修士
課程 二次

経 営 情 報 学 研 究 科
平成20年１月29日(火)〜２月４日(月) ２月16日(土)

総 合 社 会 科 学 研 究 科

博士（後期）課程
経営情報学研究科のみ 平成20年１月29日(火)〜２月４日(月) ２月16日(土)

大
阪
国
際
大
学

選考種別（略称） 出願期間（必着） 選考日

一 般 A 日 程 ( 内 部 推 薦 含 む )

１月７日(月)〜１月21日(月)

１月26日(土)･27日(日)

指 定 校 推 薦 ( 特 別 指 定 校 )
１月27日(日)

A O 選 考 ６ 期

セ ン タ ー 利 用 Ⅰ 期 １月７日(月)〜２月１日(金) ─

留 学 生 Ⅱ 期 １月７日(月)〜１月15日(火) １月26日(土)

一 般 B 日 程

２月４日(月)〜２月15日(金)
２月23日(土)

A O 選 考 ７ 期

セ ン タ ー 利 用 Ⅱ 期 ─

留 学 生 Ⅲ 期 ２月４日(月)〜２月12日(火) ２月23日(土)

一 般 C 日 程 ( 内 部 推 薦 含 む )

３月６日(木)〜３月17日(月)
３月22日(土)指 定 校 推 薦 ( 特 別 指 定 校 )

A O 選 考 ８ 期

セ ン タ ー 利 用 Ⅲ 期 ─

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

選考種別（略称） 出願期間（必着） 選考日

一 般 A 日 程 ( 内 部 推 薦 含 む )
１月７日(月)〜１月21日(月)

１月26日(土)･27日(日)

A O 選 考 ６ 期 １月27日(日)

セ ン タ ー 利 用 １月７日(月)〜２月１日(金) ─

一 般 B 日 程
２月４日(月)〜２月15日(金) ２月23日(土)

A O 選 考 ７ 期

一 般 C 日 程 ( 内 部 推 薦 含 む )
３月６日(木)〜３月17日(月) ３月22日(土)

A O 選 考 ８ 期

上記出願期間については、期間最終日が金曜日の場合は翌週月曜日、それ以外の曜日の場合は翌
日に限り守口キャンパス持ち込みのみ受け付ける。

◇ 

大
学
・
短
大 

◇

　

大
学
・
短
大
枚
方
・
守
口
両
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
、
６
月
か
ら
７
月
に
か

け
て
、
Ａ
Ｏ
入
試
事
前
相
談
＆
ミ
ニ

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
。
ま

た
、
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
の
７
月
22
日

を
皮
切
り
に
、
枚
方
で
３
回
、
守
口

で
は
４
回
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

が
開
催
さ
れ
た
。
総
来
場
者
数
は
、

２
、２
４
０
人
。

　

新
し
い
食
堂
で
の
ラ
ン
チ
バ
イ
キ

ン
グ
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
入
試
対

策
説
明
会
、
在
学
生
に
よ
る
相
談

　

新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
て
い
る
と

お
り
、
昨
年
全
国
の
大
学
で
４
割 

（
２
２
１
校
）・
短
大
で
６
割

（
２
２
５
校
）
が
入
学
定
員
割
れ
を

起
し
て
い
る
も
の
の
、
２
０
０
７
年

度
と
予
想
さ
れ
た
「
大
学
全
入
」
時

代
へ
の
突
入
は
数
年
先
に
ず
れ
込
む

と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
本

学
は
今
年
４
月
に
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
を
開
設
（
人
間
科

学
部
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
か
ら
学
部
昇
格
）
し
、
来
年
４

月
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
と
現
代
社

会
学
部
（
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
）
の
２

学
部
、
さ
ら
に
は
短
期
大
学
部
に
お

い
て
も
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学

科
（
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
）
を
開
設
し

ま
す
。

　

次
々
に
打
ち
出
さ
れ
る
大
学
改
革

に
よ
り
、
本
学
の
学
部
・
学
科
構
成

が
大
き
く
変
貌
し
て
お
り
、
入
試
・

広
報
部
と
し
て
も
、
新
学
部
・
新
学

科
の
魅
力
や
特
色
を
受
験
生
な
ど
に

伝
え
る
た
め
、
か
つ
て
な
い
規
模
で

Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

年
内
に
実
施
し
た
指
定
校
推
薦
入

学
選
考
・
Ａ
Ｏ
入
学
選
考
・
推
薦
入

コ
ー
ナ
ー
な
ど
各
コ
ー
ナ
ー
に
高
校

生
た
ち
が
集
ま
り
、
楽
し
み
な
が
ら

本
学
の
雰
囲
気
を
体
験
。
学
部
・
学

科
紹
介
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
、
国
際

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
で
は

「English By M
agic

」、
人
間
科
学

部
各
学
科
で
は
「『
ス
マ
ッ
プ
』
は

な
ぜ
人
気
が
あ
る
か
？
」「
高
校
生

の
た
め
の
健
康
教
室
」「
あ
な
た
の

健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
！
」、
ビ
ジ
ネ
ス

学
部
で
は
、「
コ
ン
ビ
ニ
は
ど
こ
も

同
じ
か
？
」、
現
代
社
会
学
部
法
律

政
策
学
科
で
は
「
愛
と
憎
し
み
の

ル
ー
ル
〜
恋
愛
・
結
婚
・
別
れ
の
法

律
〜
」
な
ど
、
盛
り
沢
山
の
模
擬
授

業
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
た
。

　

短
大
は
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合

学
科
で
「
野
菜
・
果
物
の
重
さ
当
て

ク
イ
ズ
」
な
ど
。
幼
児
保
育
学
科
で

は
「
在
学
生
と
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ

う
！
〜
手
遊
び
・
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
〜
」
な
ど
、
こ
ち
ら
も
親
し
み

や
す
い
内
容
で
、
ユ
ニ
ー
ク
な
学
科

紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　

枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
８
月
26

日
に
、
ゲ
ー
ム
業
界
の
カ
リ
ス
マ
・

時
田
貴
司
氏
が
来
学
し
、
特
別
講
演

会
が
行
わ
れ
た
。

大
阪
国
際
大
学 

編
入
学

選考種別（略称） 出願期間（必着） 選考日

内 部 編 入 Ⅱ 期 １月７日(月)〜１月21日(月) １月27日(日)

留 学 生 編 入 Ⅱ 期 １月７日(月)〜１月15日(火) １月26日(土)

内 部 編 入 Ⅲ 期

２月４日(月)〜２月15日(金) ２月23日(土)
指 定 校 編 入 Ⅲ 期

一 般 編 入 Ⅱ 期

社 会 人 編 入 Ⅱ 期

留 学 生 編 入 Ⅲ 期 ２月４日(月)〜２月12日(火) ２月23日(土)

資
格
取
得
者
（
敬
称
略
）

平
成
19
年
度（

＊
は
表
彰
対
象
資
格
）

◆
国
際
大

＊
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
７
３
０
点
以
上(

Ｉ

Ｐ
含
む)  

国
コ
ミ
３=

長
船
翔
一

▽
藤
原
裕
毅
▽
心
コ
ミ
１=

黄 

榮

錚＊
同
６
５
０
点
以
上(

Ｉ
Ｐ
含
む)   

法
政
経
４=

多
田
茉
里
▽
国
コ
ミ
４=

赤
山
美
咲
▽
同
３=

日
野
勝
仁

＊
同
５
０
０
点
以
上(

Ｉ
Ｐ
含
む) 

 

法
政
経
１=

杉
原
麻
依
▽
国
コ
ミ
３=

遠
藤
慎
也
▽
同
２=

山
名
麻
友
▽
奥

本
満
智
子
▽
幾
田
花
世
▽
若
松
佑
輔

▽
同
１=

横
山
精
二

＊
英
検
２
級 

国
コ
ミ
２=

幾
田
花

世
▽
古
村
早
優
貴
▽
山
本
有
希
▽
松

井 

遥
▽
人
健
２=

園
田
桂
子

＊
日
本
語
能
力
検
定
１
級 

経

情
４=

魏 

瑱
瑱
▽
李 

娜
▽
同
３

=

付 

云
鵬
▽
郎 

太
林
▽
同
２=

劉 

小
亮
▽
人
健
４=

特
卜
雅
▽
国

コ
ミ
２=

劉 

艶
梅
▽
劉 

明
暉

＊
漢
検
準
１
級 

人
健
３=

松
本
幸

子＊
初
級
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト

レ
ー
タ
試
験 

経
情
２=

濵
田
孝

昌日
商
Ｐ
Ｃ
検
定 

「
デ
ー
タ
活
用
」

２
級 

心
コ
ミ
４=

大
原
寛
久

＊
パ
ソ
コ
ン
検
定
準
２
級 

経
情

３=

劉 

小
強
▽
同
２=

岸 

大
典

＊
同
３
級 

経
情
２=

神
農
剛
造
▽

千
代
丸
誠

＊
ス
キ
ー
バ
ッ
ジ
テ
ス
ト
１

級 

法
政
経
２=

北
村
大
貴

＊
販
売
士
検
定
２
級 

経
情
４=

伴
野
智
洋
▽
中
西
亜
紀
子

同
３
級 

経
情
４=

上
山
嘉
英
▽
岸

本
圭
介
▽
牧
野
大
輔
▽
村
木
禎
宏
▽

小
橋
俊
介
▽
嶋
田
遥
太
郎
▽
田
中

智
之
▽
同
３=

岡
島
弘
知
▽
小
林
哲

也
▽
高
尾
匡
昭
▽
同
２=

池
田
容
平

▽
進 

勇
樹
▽
立
石
快
刀
▽
谷
脇
拓

真
▽
戸
田
光
政
▽
中
村
智
貴
▽
松
本

菜
々
子
▽
山
岡
勇
介
▽
山
口
直
人
▽

山
口
優
貴
▽
西
嶋
弘
和
▽
湯
浅
卓
哉

▽
同
１=

奥
田
康
成
▽
梶
め
ぐ
み
▽

平
位 

理

◆
短
大

＊
秘
書
技
能
検
定
２
級 

家
政
２

=

河
端
智
美
▽
朽
木
あ
い
▽
大
路
紗

也
香
▽
北
落
友
香
理
▽
国
文
２=

山

本
侑
加

＊
販
売
士
検
定
２
級 

家
政
２=

曲
田
麻
衣

＊
同
３
級 

家
政
２=

松
田
圭
代
▽

同
１=

大
村
奈
美
▽
冨
田
八
知
代
▽

中
村
静
香
▽
前
亜
珠
沙
▽
石
田
夕
記

枝
▽
佐
藤
美
幸
▽
佐
野
倫
子
▽
重
冨

千
明
▽
正
木
沙
耶
▽
佐
山
美
貴
▽
国

文
２=

箱
崎
道
枝
▽
同
１=

北
川
玲
奈

▽
髙
間
恵
理
▽
宮
本
智
美

＊
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定
「
文
書
作
成
」

２
級 

国
文
２=

山
地
由
紀
▽
若
月

陽
菜

＊
同
３
級 

家
政
２=

池
島
和
華
▽

入
矢
菜
摘
▽
阪
部 

瞳
▽
大
路
紗
也

香
▽
墨
川
喜
子
▽
国
文
２=

田
中
千

裕
▽
小
川 

恵
▽
久
保
侑
子
▽
村
上

七
重
▽
田
中
靖
子
▽
村
上
真
耶
▽
松

崎
紗
代
▽
山
本
侑
加
▽
木
村
友
香
理

▽
山
地
由
紀
▽
夏
原
麻
衣
▽
花
田
真

子＊
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定
「
デ
ー
タ
活

用
」
２
級 

国
文
２=

若
月
陽
菜
▽

同
１=

久
代
弥
加

＊
同
３
級 

国
文
２=

山
地
由
紀

＊
ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー 

家
政
２=

大
路

紗
也
香
▽
辻 

静
香
▽
丸
井
登
紀
子

＊
カ
ワ
イ
ピ
ア
ノ
演
奏
グ
レ
ー

ド
６
級 

幼
保
２=

石
井
里
奈
▽
川

口 

恵
▽
日
置
万
智
▽
北
條
佳
織

◆
滝
井
高
校

英
検
２
級 

３
年=

八
嶋
美
沙
子

漢
検
準
２
級 

３
年=

椿
未
紗
子
▽

中
井
美
緒
▽
新
山 

舞
▽
２
年=

一

林
悠
佳
里
▽
多
田
明
子
▽
原
田 

愛

子
▽
１
年=

武
中 

綾

ワ
ー
プ
ロ
検
定
２
級 

３
年=

竹

田
麻
理
愛
▽
井
上
多
希
子

◆
大
和
田
高
校

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
５
０
０
点
以
上(

Ｉ

Ｐ
含
む)  

３
年=

永
村
仁
来
▽
木

村
洋
平
▽
杉
田 

亮
▽
坂
本
詩
歩
▽

山
中
り
え
▽
２
年=

森
島
康
順
▽
延

原 

彩
▽
竹
本
麻
亜
子
▽
１
年=

吉

田 

凌

英
検
２
級 

３
年=

片
山
佳
奈
▽
竹

花 

愛
▽
藤
井
真
由
▽
山
中
り
え
▽

新
さ
ち
こ
▽
井
本
和
樹
▽
池
田
雄
太

▽
中
西
加
奈
子
▽
浦
崎 

唯
▽
土
寄

加
菜
絵
▽
下
込
理
恵
▽
保
田 

幸
▽

谿
口
阿
佐
美
▽
上
田
良
成
▽
２
年=

德
永
裕
美
▽
小
畑
沙
織
▽
麻
生
詩
織

▽
肥
田
祐
希
▽
池
内
梨
恵
▽
寺
田
有

裕
未
▽
福
田
清
人
▽
高
須
一
弘
▽
秋

定
あ
か
ね

◆
大
和
田
中
学

英
検
準
２
級 

３
年=

佐
藤 

愛
▽

田
渕
成
美
▽
石
田
な
つ
美
▽
中
島
梨

子
▽
渡
辺
真
衣
▽
北
尾
朋
大
▽
馬
上

夏
穂
▽
岡
村
賀
世
子
▽
岡
村
智
世
子

▽
奥
村 

幸
▽
北
村
理
紗
▽
重
松
未

紗
▽
白
倉
和
恵
▽
菅
原
潤
子
▽
中
尾

佳
那
美
▽
吉
野
怜
奈

漢
検
２
級 

３
年=

岡
村
賀
世
子
▽

岡
村
智
世
子

同
準
２
級 

３
年=

北
村
理
紗
▽
白

倉
和
恵
▽
北
野
未
知
佳
▽
２
年=

井

上
和
真
▽
種
田
博
気
▽
山
田
麻
耶
香

新
学
部
・
学
科
の
魅
力
ア
ピ
ー
ル

「
入
学
し
た
い
第
１
志
望
の
大
学
」を

目
指
す

学
選
考
の
結
果
は
、
当
初
目
標
に
は

及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、
入
学
手
続

き
者
数
で
比
較
し
た
場
合
、
か
ろ
う

じ
て
及
第
点
は
い
た
だ
け
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
競
合

校
も
募
集
広
報
を
強
化
し
て
お
り
、

さ
ら
に
気
を
引
き
締
め
て
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
１
月
以
降
、
平
成
20
年 

度
入
試
も
後
半
戦
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
ま
す
が
、
本
学
が
「
入
学
し
た

い
第
１
志
望
の
大
学
」
と
し
て
生
徒

等
か
ら
高
い
評
価
を
獲
得
す
る
た

め
、
全
教
職
員
の
さ
ら
な
る
協
力
を

得
て
尽
力
す
る
次
第
で
す
。

（
大
学
・
短
大
入
試
・
広
報
部

課
長
代
理　

藤
井　

重
喜
）

大
好
評
！ 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

和
気
あ
い
あ
い
／
入
試
対
策
講
座
も

◇ 

滝
井
高
校 

◇

　

滝
井
高
校
で
は
、
10
月
21
日
と
11

月
17
日
に
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
が

行
わ
れ
た
。春
高
バ
レ
ー
日
本
一「
才

崎
監
督
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
」
や
「
朝
倉 

洋

先
生
の
指
導
に
よ
る
吹
奏
楽
教
室
」

な
ど
の
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
コ
ー

ス
・
ク
ラ
ブ
紹
介
が
行
わ
れ
た
。
参

加
者
は
、両
日
と
も
昨
年
を
上
回
り
、

そ
れ
ぞ
れ
２
０
０
人
以
上
の
中
学
生

が
来
場
し
、
盛
況
だ
っ
た
。

◇ 

大
和
田
高
校 

◇

　

一
方
、
大
和
田
高
校
の
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
は
、
９
月
22
日
に
開
催
さ

れ
た
。来
場
者
は
２
０
０
人
を
超
え
、

ク
ラ
ブ
体
験
や
教
科
ご
と
の
入
試
対

策
講
座
、「
ミ
ニ
熱
気
球
を
作
ろ
う
」

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
作

在学生たちが歓迎し、にぎわう守口キャンパス（下）、
新しい食堂でメニューも豊富なバイキング（上）

成
」
な
ど
の
体
験
学
習
を
中
学
生
ら

は
楽
し
ん
だ
。

◇ 

大
和
田
中
学 

◇

　

大
和
田
中
学
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
は
、
７
月
21
日
に
開
催
。
79
組
の

保
護
者
と
生
徒
が
参
加
、
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
部
の
生
演
奏
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
、
英
会
話
や
パ
ソ
コ
ン
体
験
、

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
や
手
作
り
花
火

体
験
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
で
、
在
校

生
と
も
交
流
し
な
が
ら
和
気
あ
い
あ

い
と
楽
し
ん
だ
。

◇ 

大
和
田
幼
稚
園 

◇

　

一
方
、
大
和
田
幼
稚
園
で
は
、
９

月
14
日
、
入
園
希
望
者
に
対
し
て

入
園
説
明
会
が
開
か
れ
、
約
１
０
０

人
が
参
加
。
園
児
た
ち
の
生
き
生
き

と
し
た
様
子
を
撮
影
し
た
映
像
な
ど

で
、
幼
稚
園
生
活
を
説
明
し
た
。 お姉さんに手伝ってもらいペーパークラフトに挑戦

よ
う
こ
そ
大
阪
国
際
大
学
へ
‼
在
学
生
と
キ
ャ

プ
テ
ン
グ
ロ
ー
ビ
ー
が
お
出
迎
え

20
年
度
入
試

中 
間 
報 

告

楽
し
め
る
… 

参
加
・
体
験
型
に

出願期間 選考日 合格発表日 入学手続日

大阪国際
滝井高等学校

普通科

体育・吹奏楽コース
標 準 コ ー ス
幼児保育進学コース
看護進学コース
特 進 コ ー ス

平成20年１月21日(月)〜
１月31日(木)

２月９日
(土)

２月１０日
(日)

２月11日
(月)

２月19日
(火)

国　際　科
大阪国際

大和田高等学校 普通科 理数コース・
　英数コース

平成20年１月21日(月)〜
１月31日(木)

２月９日(土)
２月10日(日)

２月12日
(火)

２月18日
(月)

大阪国際
大和田中学校

一次 Ａ
平成19年12月17日(月)〜

25日(火)
平成20年１月８日(火)〜

17日(木)

１月19日
(土)

１月20日
(日)

１月22日
(火)

二次
Ａ

平成19年12月17日(月)〜
25日(火)

平成20年１月８日(火)〜
20日(日)

１月20日
(日)

１月21日
(月)

１月23日
(水)

Ｂ 平成20年１月８日(火)〜
26日(土)

１月26日
(土)

１月27日
(日)

１月29日
(火)

高
校
・
中
学
校
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平
成
19
年
度
就
職
・
採
用
戦
線

は
、
超
売
り
手
市
場
が
到
来
す
る
結 

果
と
な
り
、求
人
倍
率
２･

14
と
バ
ブ 

ル
期
に
次
ぐ
求
人
状
況
で
あ
っ
た
。

 

本
学
に
お
い
て
も
、
大
学
で
１
人

あ
た
り
７･

21
件 

短
大
で
７･

94

件
と
な
り
、
過
去
最
高
の
求
人
状
況

と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
若
干
の

緩
和
は
あ
っ
た
も
の
の
厳
選
採
用
は

変
る
こ
と
な
く
、
採
用
さ
れ
る
学
生

と
内
定
に
結
び
つ
か
な
い
学
生
と
が

は
っ
き
り
と
分
か
れ
る
、
二
極
化
は

変
わ
ら
な
い
結
果
と
な
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
従
来
行
っ
て
き
た
就

職
行
事
に
加
え
職
業
観
や
働
く
こ
と

の
意
義
、
ど
ん
な
仕
事
を
し
た
い
の

か
、
自
分
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え

さ
せ
る
「
職
業
観
醸
成
セ
ミ
ナ
ー
」

や
年
長
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
「
対
話
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

な
ど
を
実
施
し
、
早
期
よ
り
働
く
こ

と
の
意
味
、
異
年
代
の
価
値
観
を
理

解
・
共
有
す
る
こ
と
の
出
来
る
就
職

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
よ
り
株
式
会
社
関

西
雇
用
創
出
機
構
と
業
務
委
託
契
約

を
結
び
、
専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
派

遣
、
各
種
行
事
の
運
営
を
充
実
さ
せ

る
な
ど
、
本
学
の
方
針
の
ひ
と
つ
で

あ
る
「
就
職
に
強
い
大
学
」
と
な
る

べ
く
新
た
な
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

(

大
学
・
短
大
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

係
長　

吉
川　

浩
美)

　

ま
た
、
短
大
で
は
、
教
育
懇
談
会
、

就
職
説
明
会
と
も
に
学
科
別
に
行
わ

れ
、
52
人
が
参
加
。
33
人
が
面
談
を

受
け
ら
れ
た
。

　

一
方
、
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

９
月
17
日
に
行
わ
れ
経
営
情
報
学

部
92
人
、
法
政
経
学
部
57
人
の
計

１
４
９
人
の
保
護
者
が
参
加
さ
れ

た
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
４

年
間
の
流
れ
が
わ
か
り
ま
し
た
」「
セ

ミ
ナ
ー
の
先
生
た
ち
が
身
近
に
感
じ

ら
れ
ま
し
た
」「
子
ど
も
と
学
校
生

活
や
進
路
の
話
な
ど
を
す
る
時
の
参

考
に
な
り
ま
す
」「
何
か
と
細
や
か

も
希
望
さ
れ
、
セ
ミ
ナ
ー
担
当
教
員

と
個
別
に
様
々
な
話
を
さ
れ
た
。

大
阪
国
際
大
学　

政
経
学
部
政
経
学
科
’96
年
卒

㈱
シ
ュ
テ
ル
ン
箕
面
・
メ
ル
セ
デ
ス
ベ
ン
ツ

森
ノ
宮　

国
際
認
定
セ
ー
ル
ス

 
 
 

大
井　

隆
弘

大
阪
国
際
大
学　

人
間
科
学
部
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
’07
年
卒

チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
大
学
院

英
語
教
育
学
専
攻

 
 
 

木
村　

文
香

OB・OGレポート

この10年を振り返って…
　E.ヘミングウェイではないが、“失われた10年”を社会人で過ごした我々の世代
も「ロストジェネレーション」と呼ばれているのだそうだ。
　御多分に洩れず、僕の10年もいろいろあった。２度の転職の後、６年前から外国
車ディーラーでセールスをしている。在学中の自動車通学が、今の僕の基礎となっ
ていることは言うまでもない。だが、それ以上に増田英夫先生（2001年退職）から
教わった数々のことがらが、卒業後の僕の人生を迷わせずに前に進めてくれた。
　入学早々、先生から学びたい一心でE.S.S.を創部した。世界の多様性と繋がりを、
各国の歴史と文化を通して教えてくださった先生は、41歳の年齢差をこえて常に親
しい先輩のように接してくれた。大学祭では、先生の指導のもと自分の考えを英語
でスピーチした。そんな豊かな学生生活を過ごし、卒業の頃には国際的な視野を持
ち続けて仕事をしていきたい、と自然に思うようになっていた。
　ダイムラー AG社より、［メルセデスベンツ国際認定セールス］のライセンスを
与えられたり、昨年ワールドカップに沸くドイツに招待されたりしたのも、あの頃
の延長線上に用意されていたのだろう。今あらためて増田先生に心から感謝してい
る。

“微笑みの国”での学び
　“How about in Japan, Fumiko?”と聞かれ、どう答えようか悩む。これが、私の 

毎日だ。大学時代、TAとしてタイの中部に１ヶ月派遣され、その後バンコク大

International Collegeに交換留学、そして今またバンコクのど真ん中で、大学院生

として英語教育学を学んでいる。

　大学入学前は興味も薄かったのに、なぜか強い縁ができてしまった微笑みの国で、

埋もれる程の文献を読み、幾つものペーパーに悩まされ、教授に微笑みかけられな

がら日本や日本語について質問される。18歳の頃には想像もしていなかったこの英 

語まみれの「未来」の中で感じることは、人は、線路があって行き先が分かってい

る電車に乗って生きていないということ。

　一歩ずつ歩く長い道には、獣道や坂道があり、谷や壁があることもある。綺麗な

花を見つけて、方向を変えることもある。これが人生であり、その道々で会う人に、

見る景色に、何を思い学ぶかということで、道の歩き方…生き方が決まるのだとい

うこと。

　私が偶然見つけた花は可能性を、出会った人々は目標を示してくれた。この広い

世界の中、柔軟さを失わず、様々なものを見、様々な価値観に触れ、様々な「常識」

を知って、自分の価値観を見出す。その為に私は今日も教授の微笑みに頭を抱える

のだ。

　

大
学
・
短
大
で
、
今
年
度
も
９
月

に
保
護
者
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。

就
職
説
明
会
や
、
教
務
、
留
学
、
就

職
、
学
生
生
活
全
般
な
ど
に
つ
い
て

の
個
別
相
談
で
、
大
学
で
の
学
生
た

ち
の
様
子
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
保
護
者
に
毎
年
好
評

を
得
て
い
る
。

　

守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
９
月
16

日
に
行
わ
れ
た
。

　

大
学
人
間
科
学
部
・
国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
は
、
２
部
構
成

で
行
わ
れ
、
第
１
部
の
就
職
説
明
会

に
は
１
２
７
人
、
第
２
部
の
学
科
別

教
育
懇
談
会
に
は
１
２
２
人
の
保
護

者
が
参
加
。
う
ち
80
人
が
個
人
面
談

就職セミナーの様子。携帯電話のマナーに
ついて真剣に耳を傾ける

な
気
配
り
と
面
倒
見
の
良
さ
に
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
」「
学
生
が
授

業
に
参
加
し
て
い
る
様
子
や
施
設
見

学
も
あ
れ
ば
あ
り
が
た
い
」
な
ど
、

様
々
な
ご
意
見
ご
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。

１
人
１
人
の
相
談
に
親
身
に
対
応
す
る
個
別
相

談
（
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　

大
学
国
際
関
係
研
究
所
主
催
の
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
今
年
で
第
20
回

を
迎
え
る
。
今
回
は
特
に
新
学
部
・

学
科
開
設
を
記
念
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
と
し
て
、「
ビ
ジ
ネ
ス
に
求
め
ら

れ
る『
品
格
』と『
こ
こ
ろ
』」を
テ
ー

マ
に
、
７
月
20
日
午
後
１
時
か
ら 

Ｏ
Ｂ
Ｐ
円
形
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
。

　

ま
ず
、
弁
護
士
・
さ
わ
や
か
福
祉

財
団
理
事
長
の
堀
田
力
氏
が
、「
信

頼
さ
れ
る
企
業
、
愛
さ
れ
る
企
業
」

に
つ
い
て
講
演
し
、
引
き
続
き
、
読

売
新
聞
論
説
委
員
の
波
多
野
敬
氏
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
、
日
本
プ
ロ

サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
専
務
理
事
の
犬
飼

基
昭
氏
、
創
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代

表
取
締
役
の
海
野
み
づ
え
氏
、
ザ
・

ウ
ィ
ン
ザ
ー
ホ
テ
ル
洞
爺
総
支
配
人

の
堤
田
美
穂
氏
に
植
松
副
学
長
が
加

わ
っ
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
、
日
本
の
企
業
の
あ
る
べ
き

姿
を
語
り
合
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
記

他
大
学
生
と
交
流
、
自
信

研
修
先　

㈱
ト
リ
ド
ー
ル

大
阪
国
際
大
学
経
営
情
報
学
部　

３
年
次
生　

橋
本　

亜
希
子

　

８
月
30
日
、

９
月
18
日
、
20

日
と
３
日
間
に

わ
た
り
、
焼
き

鳥
、
う
ど
ん
な

ど
の
飲
食
店
を
展
開
さ
れ
て
い
る「
株

式
会
社
ト
リ
ド
ー
ル
」
で
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
神
戸
の
三
宮
本
社
で
行
い
、
国

際
大
学
の
学
生
と
、
他
大
学
の
学
生

（
同
志
社
、
立
命
館
、
龍
谷
、
奈
良

女
子
）
と
合
同
で
行
い
ま
し
た
。

　

内
容
は
主
に
、
他
大
学
生
と
の
合

同
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
そ

し
て
他
に
も
社
長
直
々
の
お
話
、
07

年
新
卒
社
員
生
の
お
話
な
ど
の
後

に
、
質
問
の
場
も
設
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

参
加
し
て
気
付
い
た
こ
と
は
、デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
際
、
私
は
今

ま
で
、「
で
き
る
だ
け
多
く
の
こ
と
を

発
言
し
よ
う
」と
い
う
考
え
で
し
た
。

し
か
し
、
実
際
企
業
の
方
が
見
て
い

る
の
は
「
話
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
発

言
が
で
き
て
い
る
か
」と
い
う
こ
と
。

研
修
先　

大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

大
阪
国
際
大
学
人
間
科
学
部

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

３
年
次
生　

片
山　

尚
子

　

今
回
、
私
は

ホ
テ
ル
で
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
参
加
し
、
仕
事
を
す
る
に
お
い

て
、
い
か
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切

か
を
学
び
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た

動
機
は
、
社
会
が
ど
ん
な
場
所
か
知

り
た
か
っ
た
こ
と
と
、
接
客
業
の
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
て
お
り
、
接
客
が

中
心
の
ホ
テ
ル
で
の
業
務
に
興
味
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

２
週
間
の
研
修
中
に
、
客
室
の
清

掃
・
ホ
テ
ル
内
の
プ
ー
ル
の
監
視
・

ベ
ル
業
務
の
３
つ
の
仕
事
を
体
験
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
生
生
活

と
は
全
く
違
っ
た
環
境
で
、
戸
惑
う

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
環
境
の
中
で
様
々
な
人
と
の

出
会
い
が
あ
り
、
社
会
の
楽
し
さ
や

厳
し
さ
、
そ
し
て
協
力
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
教
わ
り
、「
責
任
と
自
覚
」

が
理
解
で
き
ま
し
た
。

　

働
く
上
で
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
い

か
に
大
事
か
を
知
り
、
今
後
の
私
の

成
長
に
役
立
つ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

こ
の
お
話
を
企
業
の
方
か
ら
聞
い

て
、
私
の
考
え
は
間
違
い
だ
っ
た
と

気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
気
付
く
」
こ
と
が
大
切
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
自
ら
行
動
し
て
、

自
ら
気
づ
い
た
こ
と
は
、
忘
れ
ら
れ
な

い
一
生
の
糧
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

参
加
す
る
以
前
の
私
は
、
職
業
選

択
が
漠
然
と
し
た
状
況
で
し
た
が
、

参
加
し
て
選
択
基
準
を
絞
る
こ
と
が

で
き
、
就
職
活
動
に
対
し
て
、
意
欲

も
増
し
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
に
対
し
て
、
疑
問
、
不

安
を
抱
い
て
い
る
方
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
は
確
実
に
あ
な
た
自
身
を
変

え
る
体
験
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
他
大

学
の
学
生
と
の
交
流
を
深
め
る
機
会

に
も
な
り
、
そ
し
て
何
よ
り
「
自
信
」

が
つ
き
ま
す
。
社
会
人
に
な
っ
て
し

ま
う
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
よ
う

な
体
験
は
二
度
と
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
、

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！？

19年度の就職 最高の求人状況
「職業観醸成セミナー」「対話トレーニング」
キャリア
センター「就職に強い大学 ｣めざす

今
年
も
盛
況
！
熱
心
！ 

保
護
者
懇
談
会

学
科
、
就
職
説
明
や
個
人
面
談
も

日本の企業のあるべき姿を語り合ったパネルディスカッショ
ン

ビジネスに求められる

｢品格｣と｢こころ｣
新学部・学
科開設記念 国際シンポジウム

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ

課
外
活
動
奨
励
者
表
彰  

大学･短大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）　

平
成
19
年
度
前
期

︻
守
口 

キ
ャ
ン
パ
ス
】

清
水
亜
美
（
国
コ
ミ
３
）〔
第
45
回
少

林
寺
拳
法
関
西
学
生
大
会
『
単
独
演
武

女
子
二
段
以
上
の
部
』
優
良
賞
受
賞
〕

▽
永
田　

僚
（
人
健
２
）〔
同
『
単
独

演
武
男
子
段
外
の
部
』
最
優
秀
賞
受
賞
、

『
自
由
組
演
武
男
子
段
外
の
部
』
優
秀

賞
受
賞
〕▽
若
宮
丈
嗣（
国
コ
ミ
２
）〔
同

『
単
独
演
武
男
子
段
外
の
部
』
敢
闘
賞

受
賞
〕
▽
山
本
啓
太
（
国
コ
ミ
２
）〔
同 

﹃
単
独
演
武
男
子
段
外
の
部
』
敢
闘
賞

受
賞
〕▽
中
田　

望（
短
大
幼
保
２
）〔
同

『
自
由
組
演
武
男
子
段
外
の
部
』
優
秀

賞
受
賞
〕
▽
梁
瀬
彩
子
（
短
大
幼
保
２
）

〔
同
『
単
独
演
武
女
子
段
外
の
部
』
優

良
賞
受
賞
〕
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